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登

場

人

物 

老

人 
長

女 

次

女 

琵

琶

法

師 

若

い

道

化 

老

婆

の

道

化 

忠

義

者 

家

来 

母

（

実

は

老

人

） 

母

（

花

） 

虚

栄

（

長

女

の

影

法

師

） 

不

測

（

長

女

の

影

法

師

） 

野

望

（

長

女

の

影

法

師

） 

家

来

の

影

法

師

た

ち 

音

の

精

霊

た

ち 

地

の

母

た

ち 



 

 

1 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 激

し

い

嵐

が

熄

ん

だ

後

の

静

寂

。 

空

間

は

闇

に

閉

ざ

さ

れ

て

い

る

。 
や

が

て

一

筋

の

光

が

射

し

込

ん

で

来

る

と

、
半

ば

朽

ち

か

け

た

避

幕

の

庇

の

下

で

、
不

幸

せ

に

死

ん

だ

人

々

に

対

す

る

鎮

魂

歌

を

弾

き

語

り

し

て

い

る

一

人

の

琵

琶

法

師

の

姿

を

浮

か

び

上

が

ら

せ

る

。 

 

鎮

魂

歌 

 

春

に

花 

夏

に

夕

立

ち 

秋

は

枯

れ

葉

の 

冬

に

風 

帰

命

頂

礼 

解

れ

ど

も 

鬼

神

の

力

に 

逆

ら

え

ず 

 

生

き

る

も

地

獄 

死

も

地

獄 

生

き

る

地

獄

を 

選

ぶ

よ

り 

死

ん

で

願

い

を 

適

え

し

者

よ 



 

 

2 

家

で

死

ね

ず

に 

野

に

死

ん

で 

地

獄

の

苦

役

の 

終

わ

る

日

あ

れ

ば 

再

び

地

上

に 

甦

り 
人

の

さ

だ

め

を 

生

き

な

さ

れ 

 

や

が

て

そ

の

日

が 

来

る

ま

で

の 

南

無 

阿

弥

陀

仏 

阿

弥

陀

仏 

南

無 

阿

弥

陀

仏 
阿

弥

陀

仏 

 

琵

琶

法

師

が

弾

き

語

る

間

に

、
ぽ

つ

り

ぽ

つ

り

と

明

か

り

が

灯

り

、
点

在

す

る
〈

音

の

精

霊

〉
た

ち

の

姿

が

浮

き

出

て

く

る

。 

      



 

 

3 

 
 

 
 

１ 

 

や

が

て

琵

琶

法

師

の

鎮

魂

歌

が

終

わ

る

と

、
一

人

の
〈

音

の

精

霊

〉
が

吹

く

笛

の

音

と

と

も

に

、
避

幕

の

戸

が

鈍

く

軋

み

な

が

ら

開

き

、

一

人

の

老

人

（

亡

霊

）

が

蹌

踉

と

し

た

足

取

り

で

現

れ

て

来

る

。 
驚

愕

し

、

老

人

を

凝

視

す

る

琵

琶

法

師

。 

 

琵

琶

法

師 

誰

だ

？ 

 

老

人

は

、

し

ば

ら

く

無

言

で

い

る

が

、 

 

老

人 
…
…

私

は

誰

だ

？…
…

。 

 

自

問

し

、

ぽ

つ

ぽ

つ

と

、 

 

老

人 

私

は

死

の

眠

り

を

眠

っ

て

い

た

。
思

い

出

す

こ

と

の

出

来

な

い

悪

夢

に

襲

わ

れ

な

が

ら

眠

っ

て

い

た

。
私

は

確

か

に

死

ん

で

い

る

。
だ

が

同

時

に

悪

夢

の

中

で

生

き

て

い

る

。
法

師

殿

の

弾

く

琵

琶

の

音

に

甦

っ

た

私

。

法

師

殿

、

ど

う

か

私

の

悪

夢

の

根

を

絶

ち

、

私

を

成

仏

さ

せ

て

欲

し

い

。 



 

 

4 

 

琵

琶

法

師

に

訴

え

、

間

を

置

い

て

再

び

自

問

す

る

。 

 

老

人 
…
…

私

は

誰

だ

っ

た

の

か

？…
…

。 

 

老

人

の

問

い

か

け

に

答

え

る

よ

う

に

し

て

、

一

人

の

娘

（

亡

霊

）

が

現

れ

、 

 

娘 

お

父

様…
…

。

あ

な

た

は

私

の

父

で

す

。 

 

と

、

告

げ

る

。 

 

老

人 

父

と

は

何

だ

？ 

娘 

私

を

作

っ

て

く

れ

た

存

在

。
私

は

あ

な

た

の

愛

の

滴

り

か

ら

作

ら

れ

た

、
は

じ

め

て

の

娘

。
私

の

中

に

は

三

人

の

私

が

い

ま

す

。

さ

あ

、

出

て

お

い

で

。 

 

そ

の

呼

び

か

け

に

現

れ

て

来

る

長

女

の

影

法

師

た

ち

。

一

人

は

野

望

、

一

人

は

不

測

、

一

人

は

虚

栄

。 

三

人

の

影

法

師

た

ち

は

、

そ

れ

ぞ

れ

違

っ

た

言

語

で

、

老

人

を

父

と

呼

ぶ

。 



 

 

5 

 
長

女 

一

人

の

私

は

従

順

。 

 

影

法

師

（

野

望

）

が

、

お

辞

儀

を

す

る

。 

 

長

女 

一

人

の

私

は

清

純

。 

 

影

法

師

（

不

測

）

が

、

お

辞

儀

を

す

る

。 

 

長

女 

一

人

の

私

は

無

垢

。 

 

影

法

師

（

虚

栄

）

が

、

お

辞

儀

を

す

る

。 

 

長

女 

四

人

の

私

は

い

つ

で

も

私

の

心

と

体

を

お

父

様

に

お

返

し

し

ま

す

。 

 

と

、

現

れ

て

く

る

、

も

う

一

人

の

娘

。

娘

は

無

言

で

、

唯

、

笑

み

、

父

を

瞶

め

る

。 

 



 

 

6 

長

女 

こ

の

子

は

、
あ

な

た

の

二

番

目

の

娘

。
あ

な

た

の

愛

の

残

り

滓

。
こ

の

子

は

、
い

つ

も

無

言

。
心

の

中

で

何

を

企

ん

で

い

る

の

か

、

誰

に

も

わ

か

り

は

し

ま

せ

ん

。 

 

次

女

は

微

笑

し

た

ま

ま

立

っ

て

い

る

。 
頻

り

に

何

か

を

思

い

出

そ

う

と

す

る

よ

う

に

次

女

を

凝

視

す

る

老

人

。
老

人

と

次

女

の

視

線

の

糸

を

断

ち

切

ろ

う

す

る

よ

う

に

長

女

は

言

う

。 

 

長

女 

お

父

様…
…

王

で

あ

っ

た

お

父

様

。
あ

な

た

は

玉

座

か

ら

降

り

た

い

と

仰

言

る

。
わ

か

り

ま

し

た

お

父

様

。

私

は

お

父

様

の

代

理

と

な

り

ま

す

。 

老

人 

私

は

王

だ

っ

た

の

か

？ 

長

女 

は

い

。 

老

人 
…
…

王

と

は

な

ん

だ

？ 

長

女 

力

で

す

。 

 

答

え

る

。 

と

、

二

人

の

道

化

が

、

そ

れ

ぞ

れ

違

っ

た

方

向

か

ら

現

れ

る

。 

一

人

は

老

婆

の

道

化

、

一

人

は

若

い

道

化

で

あ

る

。 



 

 

7 

老

婆

の

道

化

は

、

老

人

と

二

人

の

娘

を

見

て

驚

き

。 

 

老

婆

の

道

化 

ひ

ゃ

あ

、
び

っ

く

り

。
び

っ

く

り

提

灯

、
火

が

つ

い

た

。…
…

お

城

の

方

々

じ

ゃ

な

い

か

ね

。
皆

、

死

ん

だ

と

聞

か

さ

れ

て

い

た

が

、
生

き

て

い

な

す

っ

た

ん

だ

ね

。
そ

ん

な

ら

昔

の

よ

う

に

道

化

踊

り

を

ひ

と

く

さ

り

。 

 

と

騒

ぎ

始

め

、

若

い

道

化

は

奇

妙

な

道

化

節

で

囃

し

立

て

る

。 

 

道

化

節

１ 

 

王

と

は

生

贄

た

ち

の

上

に

立

つ

者 

よ

っ

こ

ら

し

ょ 

ど

っ

こ

い

し

ょ 

生

贄

た

ち

の

呻

き 

う

ん

こ

ら

せ 

よ

っ

こ

ら

せ 

も

ひ

と

つ

お

ま

け

に 

よ

い

と

ま

け 

搾

れ

る

も

の

は 

搾

り

取

り 

へ

い

こ

ら 

よ

い

こ

ら 

な

ん

じ

ゃ

こ

ら 



 

 

8 

残

り

の

滓

で

飼

い

殺

し 

餓

じ 

餓

じ

と

泣

く

赤

児 

乳

が

出

な

い

と

泣

く

母

御 
お

ね

げ

え

し

ま

す

に

耳

貸

さ

ず 

と

れ

と

れ 

と

れ

と

れ 

搾

り

取

れ 

そ

れ

を

命

じ

る 

王

だ

っ

た 

従

わ

せ

る

の

が 
王

だ

っ

た 

あ

ん

た

は

王

様 

王

様

だ

っ

た 

        



 

 

9 

 
 

 
 

 

２ 

 

若

い

道

化

の

道

化

節

が

続

く

間

に

、

天

井

か

ら

は

不

在

の

玉

座

が

舞

台

中

央

に

降

り

て

く

る

。 

忠

義

者

が

現

れ

、

老

人

に

旅

支

度

を

さ

せ

る

。
〈

音

の

精

霊

〉

は

老

人

の

傍

ら

に

い

る

。 
避

幕

は

解

体

さ

れ

、

琵

琶

法

師

は

姿

を

消

す

。 

長

女

の

影

法

師

た

ち

は

、
従

順

、
清

純

、
無

垢

と

名

指

さ

れ

た

名

を

裏

切

る

よ

う

に

、
歪

ん

だ

動

き

を

し

て

い

る

。 

次

女

は

立

ち

尽

く

し

て

い

る

。 

老

婆

の

道

化

は

踊

っ

て

い

る

。 

長

女

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

出

来

事

を

支

配

す

る

眼

で

見

守

っ

て

い

る

。 

道

化

節

が

終

わ

る

と

、

長

女

は

老

人

に

言

う

。 

 

長

女 

父

で

あ

り

、
王

で

あ

る

あ

な

た

。
私

は

あ

な

た

に

す

べ

て

を

捧

げ

ま

す

。
そ

し

て

何

よ

り

、
あ

な

た

に
〈

自

由

の

愉

し

み

〉
を

贈

り

ま

す

。
あ

な

た

は

、
あ

な

た

の

忠

義

者

と

二

人

の

道

化

を

連

れ

て

、
日

夜

を

分

た

ず

、

旅

の

愉

し

み

に

耽

る

だ

け

で

い

い

の

で

す

。 

 

旅

支

度

を

終

え

、

破

顔

す

る

老

人

。 
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老

人

は

次

女

に

訊

く 

 

老

人 
上

の

娘

は

私

に

約

束

の

言

業

を

く

れ

た

。

さ

て

、

お

前

は

、

ど

ん

な

言

葉

を

く

れ

る

。 

 
だ

が

、

次

女

は

何

も

答

え

ず

、

微

笑

を

贈

る

ば

か

り

だ

。 

怒

り

出

す

老

人 

 

老

人 

言

葉

は

ど

う

し

た

、
言

葉

は

？ 

お

前

が

私

の

娘

な

ら

、
私

は

お

前

に

言

葉

を

教

え

た

筈

だ

。
言

葉

に

よ

っ

て

、
人

は

理

解

し

合

い

、
ま

た

、
契

約

す

る

。
お

前

の

沈

黙

は

、
闇

。
私

に

対

し

、
何

の

約

束

も

し

な

い

、

と

い

う

こ

と

だ

な

。
わ

か

っ

た

。
で

は

私

は

お

前

か

ら

、
娘

と

い

う

言

葉

を

剥

ぎ

取

ろ

う

。
出

て

行

く

が

い

い

。

追

放

だ

。

誰

よ

り

も

可

愛

が

っ

て

い

た

、

娘

。

お

前

は

も

う

、

私

の

娘

で

は

な

い

。 

 

そ

う

宣

告

さ

れ

て

も

次

女

は

無

言

の

ま

ま

だ

。

寂

し

く

立

っ

て

い

る

。 

老

人

の

言

葉

が

続

く

間

に

出

て

来

る

、

長

女

の

家

来

と

家

来

の

影

法

師

三

人

。 

家

来

は

長

女

に

、

家

来

の

影

法

師

た

ち

は

長

女

の

影

法

師

た

ち

に

、

ぴ

た

り

と

寄

り

添

う

。 

 

長

女 

愉

し

い

旅

を

な

さ

っ

て

下

さ

い

。

お

父

様

。 
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老

人 

あ

あ

、

あ

り

が

と

う

。 
長

女 

そ

し

て

、
い

つ

で

も

帰

っ

て

下

さ

い

。
あ

な

た

の

玉

座

は

、
空

け

て

置

き

ま

す

。
私

は

、
唯

、
あ

な

た

の

代

理

。

決

し

て

玉

座

に

は

座

り

ま

せ

ん

。 

 
頷

く

老

人

。

老

人

は

忠

義

者

、

二

人

の

道

化

を

連

れ

て

笑

顔

で

旅

に

出

か

け

て

行

く

。
〈

音

の

精

霊

〉 

も

老

人

に

添

っ

て

行

く

。 

そ

れ

を

見

送

る

長

女

、

家

来

。

そ

れ

ぞ

れ

の

影

法

師

た

ち

。

大

袈

裟

な

歓

送

の

行

為

を

す

る

。 

次

女

は

、

そ

っ

と

手

を

振

る

。 

老

人

一

行

の

姿

が

見

え

な

く

な

る

と

、
い

き

な

り

哄

笑

す

る

長

女

。
長

女

は

何

の

逡

巡

も

な

く

玉

座

に

座

る

。

傍

ら

に

立

つ

家

来

。 

長

女

は

嘲

る

眼

で

次

女

を

見

、

言

う

。 

 

長

女 

約

束

の

言

葉

は

、
い

つ

だ

っ

て

煙

の

よ

う

に

消

え

て

ゆ

く

も

の

よ

。
そ

れ

が

わ

か

ら

な

い

な

ん

て

、
何

と

愚

か

な

老

人

！ 

そ

し

て

沈

黙

こ

そ

が

美

徳

だ

と

信

じ

て

い

る

愚

か

な

、
あ

な

た

！ 

言

葉

は

武

器

よ

。
生

き

残

る

た

め

の

、

唯

一

の

手

段

よ

。

私

は

勝

っ

た

。

言

葉

で

勝

っ

た

。 

 

そ

し

て

長

女

は

家

来

を

抱

き

寄

せ

る

。 
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長

女 

私

に

は

味

方

が

い

る

。
家

来

が

い

る

。
あ

な

た

に

は

誰

も

い

な

い

。
一

人

ぼ

っ

ち

の

家

な

き

児

。
あ

な

た

は

、

ど

う

や

っ

て

生

き

て

行

く

の

？ 

さ

あ

、

さ

っ

さ

と

、

出

て

お

行

き

。 

 
出

て

ゆ

く

次

女

。 

長

女

の

言

葉

が

続

く

問

、

影

法

師

た

ち

は

、

艶

し

く

絡

み

合

っ

て

い

る

。 
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３ 

 

長

女

か

ら

老

後

を

保

証

さ

れ

た

と

信

じ

込

ん

で

い

る

老

人

が

、
あ

ち

こ

ち

に

視

線

を

投

げ

な

が

ら

、
忠

義

者

、
二

人

の

道

化

を

従

え

て

現

れ

、〈

音

の

精

霊

〉
も

ま

た

姿

を

見

せ

る

と

、
楽

し

気

に

笛

を

吹

く

。 
不

意

に

、

若

い

道

化

が

、 

 

若

い

道

化 

あ

ん

た

は

誰

だ

い

？ 

 

と

、

椰

楡

う

よ

う

に

訊

く

。 

驚

く

老

人

。

咄

嵯

に

は

答

え

ら

れ

な

い

。 

 

若

い

道

化 

玉

座

を

空

っ

ぽ

に

し

た

、

あ

ん

た

。

今

の

あ

ん

た

は

誰

な

ん

だ

い

？ 

 

再

度

、

訊

か

れ

、

笑

う

老

人

。 

 

老

人 

そ

う

さ

な

。

今

の

儂

は

、

ま

ず

ま

ず

幸

福

な

老

人

、

と

い

う

と

こ

ろ

だ

な

。 

若

い

道

化 

何

故

？ 
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老

人 

ま

ず

、

帰

る

家

が

あ

る

。 
若

い

道

化 

そ

れ

か

ら

？ 

老

人 
従

順

、

清

純

、

無

垢

と

三

拍

子

揃

っ

た

娘

が

い

る

。

充

分

、

満

足

、

悠

悠

自

適

。

そ

れ

が

儂

だ

。 

 
老

人

は

、

忠

義

者

に

、 

 

老

人 

お

前

は

誰

だ

？ 

 

と

笑

い

か

け

、

訊

く

。 

 

忠

義

者 

私

は

い

つ

で

も

あ

な

た

で

す

。
あ

な

た

が

怒

る

時

、
私

は

怒

り

、
あ

な

た

が

喜

ぶ

時

、
私

も

ま

た

喜

び

ま

す

。

そ

う

、

私

は

あ

な

た

で

す

。 

 

笑

顔

で

答

え

、

老

婆

の

道

化

に

、 

 

忠

義

者 

お

前

さ

ん

は

、

誰

だ

い

？ 
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訊

く

。 

 

老

婆

の

道

化 

一

体

、
誰

が

、
自

分

が

誰

か

を

答

え

る

こ

と

が

出

来

る

と

い

う

ん

だ

い

？ 

私

は

、
誰

で

も

な

い

よ

、

ま

だ

。 

忠

義

者 

ま

だ

？ 

老

婆

の

道

化 

多

分

こ

れ

か

ら

自

分

に

な

っ

て

行

く

ん

だ

ろ

う

さ

。 

 

答

え

、

若

い

道

化

に

、 

 

老

婆

の

道

化 

お

前

は

誰

だ

い

？ 

 

訊

く

。 

す

る

と

、
若

い

道

化

は

、
そ

れ

ぞ

れ

に

真

情

を

吐

露

し

た

老

人

た

ち

三

人

を

相

手

に

、
道

化

節

で

答

え

る

。 

 

道

化

節

２ 
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俺

は 

豚

肉 

牛

の

肉 

鳥

肉 

犬

肉 

猫

の

肉 

猿 

雉 

河

馬 

鹿 

鰐

の

肉 
熊 
亀 

鼈 

馬

の

肉 

そ

し

て

お

い

ら

は 

人

の

肉 

生

肉 

挽

肉 

死

ん

だ

肉 

 

道

化

節

が

終

わ

る

と

、
老

人

、
忠

義

者

、
二

人

の

道

化

は

、「

お

前

は

誰

だ

い

？

」
と

浮

か

れ

た

調

子

で

訊

き

合

い

、

大

声

で

笑

い

な

が

ら

去

っ

て

ゆ

く

。 

〈

音

の

精

霊

〉

も

ま

た

、

楽

し

い

笛

の

音

の

余

韻

を

残

し

て

出

て

ゆ

く

。 

こ

の

場

面

の

間

、
玉

座

に

座

っ

て

戯

れ

て

い

る

長

女

と

家

来

、
そ

の

足

許

で

ふ

ざ

け

合

っ

て

い

る

、
そ

れ

ぞ

れ

の

影

法

師

た

ち

の

姿

が

朧

げ

に

見

え

て

い

る

。 
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４ 

 

一

人

ぼ

っ

ち

の

次

女

が

現

れ

る

と

、

無

言

の

ま

ま

、

死

ん

だ

母

に

救

い

を

求

め

る

踊

り

を

踊

る

。 

そ

の

舞

踏

は

、

次

の

よ

う

な

意

味

を

持

っ

て

い

る

。 

 

私

が

幼

な

児

だ

っ

た

頃 

母

が

私

に

訊

い

た 

〝

大

人

に

な

っ

た

ら

、

何

に

な

る

の

？

〟 

私

は

答

え

た 

〝

人

に

な

る

の

〟 

 

す

る

と

母

は

教

え

て

く

れ

た 

 

春

が

血

の

中

を

小

川

の

よ

う

に

流

れ 

と

く 

と

く 

と

く 

と

く 

小

川

の

近

く

の

丘

に

は 

連

翹 

躑

跼 

桜 

桃 
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永

い

冬

に

耐

え

た

私

は 

花

の

よ

う

に

甦

え

る 

愉

し

気

な

雲

雀

は 
ど

の

畑

の 

ど

の

畝

か

ら

も

舞

い

上

が

り

歌

う 

青

い

空

は

暖

か

く

高

い 

 

母

は

私

に

教

え

て

く

れ

た 

春

は

来

る 

と 

必

ず

来

る 

と 

 

春

の

母

さ

ん 

私

の

母

さ

ん 

 

今

の

私

は 

家

な

し

児 

救

っ

て

下

さ

い 

救

っ

て

下

さ

い 
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一

人

ぼ

っ

ち

は

寂

し

す

ぎ

ま

す 

 

す

る

と

次

女

の

舞

踏

に

答

え

る

よ

う

に

し

て

、

母

と

そ

し

て

地

の

母

た

ち

が

現

れ

て

来

る

。 

母

は

、
老

人

を

演

じ

る

俳

優

と

同

じ

俳

優

に

よ

っ

て

演

じ

ら

れ

、
ま

た

、
二

人

の

娘

が

ま

だ

子

供

の

頃

に

死

ん

だ

存

在

で

あ

り

、

従

っ

て

、

若

い

ま

ま

登

場

す

る

。 

次

女

、

地

の

母

た

ち

と

と

も

に

、

老

人

と

の

出

会

い

の

歌

を

歌

う

母

。 

 

母

の

歌 

 

廻

り 

廻

り

し 

糸

車 

 

枠

桛

輪

を

賎

の

女

の 

営

む

業

に

て

さ

ん

候 

 

真

麻

苧

の

糸

を

繰

り

返

し 

真

麻

苧

の

糸

を

繰

り

返

し 
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賎

が

積

麻

の

夜

ま

で

も 

世

渡

る

業

こ

そ

も

の

憂

け

れ 

 
け

れ

ど

出

会

い

し 

そ

の

人

は 

運

命

の

糸

の

糸

車 

 

糸

桜 

色

も

盛

り

に

咲

く

頃

は 

繰

る 

繰

る 

繰

る 

繰

る 

糸

を

繰

る 

来

る 

来

る 

来

る 
来

る 

人

が

来

る 

 

糸

の

三

日

月 

待

ち

ぬ

ら

ん 

満

月

ま

で

を 

待

ち

ぬ

ら

ん 

そ

の

人 

来

る

を 

待

ち

ぬ

ら

ん 

 

ま

わ

り 

ま

わ

り

し 

い

と

ぐ

る

ま 

 

わ

く

か

せ

わ

を

し

ず

の

め

の 
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い

と

な

む

わ

ざ

に

て

さ

ん

ぞ

う

ろ

う 

 

ま

さ

を

の

い

と

を

く

り

か

え

し 
ま

さ

を

の

い

と

を

く

り

か

え

し 

 

し

ず

が

う

み

そ

の

よ

る

ま

で

も 

よ

わ

た

る

わ

ざ

こ

そ

も

の

う

け

れ 

 

け

れ

ど

で

あ

い

し 

そ

の

ひ

と

は 

さ

だ

め

の

い

と

の

い

と

ぐ

る

ま 

 

い

と

ざ

く

ら 

い

ろ

も

さ

か

り

に

さ

く

こ

ろ

は 

く

る 

く

る 

く

る 

く

る 

い

と

を

く

る 

く

る 

く

る 

く

る 

く

る 

ひ

と

が

く

る 

 

い

と

の

み

か

づ

き 

ま

ち

ぬ

ら

ん 

ま

ん

げ

つ

ま

で

を 

ま

ち

ぬ

ら

ん 
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そ

の

ひ

と

く

る

を 

ま

ち

ぬ

ら

ん 

 

（

わ

く

か

せ

わ→

糸

を

繰

る

車 

し

ず

の

め

の→

、

貧

し

い

女

と

「

す

る

」

と

い

う

意

味

の

動

詞

の

掛

け

言

葉 

ま

さ

を→

美

し

い

麻 
う

み

そ→

麻

を

細

く

引

き

裂

い

て

撚

り

合

わ

せ

た

糸 

よ

る

ま

で

も→

夜

と

撚

る

と

の

掛

け

言

葉 

よ

わ

た

る→
世

と

夜

の

掛

け

言

葉 

い

と

ざ

く

ら→
し

だ

れ

桜

） 

 

糸

車

が

ま

わ

り 

私

た

ち

は

出

会

っ

た 

 

糸

を

紡

ぐ

こ

と

が

仕

事

の 

貧

し

い

私 

 

美

し

い

糸

を

紡

ぎ 

美

し

い

糸

を

紡

ぎ 
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夜

に

な

っ

て

も

糸

を

紡

ぎ 

働

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い 

 
け

れ

ど

、

私

は

出

会

っ

た 

運

命

の

車

が

廻

っ

て

出

会

っ

た 

 

糸

の

よ

う

に

咲

く

桜

が

満

開

の

頃 

 

私

は

糸

を

紡

ぎ 

あ

の

人

を

待

ち 

あ

の

人

は

来

た 

 

そ

し

て

私

は

糸

の

よ

う

に

細

い 

三

日

月

を

待

つ

よ

う

に

な

っ

た 

三

日

月

が

満

月

に

な

る

ま

で 

待

つ

よ

う

に

な

っ

た 

 

あ

の

人

が

来

る

の

を

待

つ

よ

う

に

な

っ

た 
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玉

座

に

座

り

、

次

女

、

母

、

地

の

母

た

ち

の

出

来

事

を

見

て

い

た

長

女

は

、 

 

長

女 

消

え

て

！ 

 

と

、

叫

ぶ

。 

 

長

女 

糸

を

紡

ぐ

の

が

仕

事

の

貧

し

い

女

だ

っ

た

、
あ

ん

た

。
死

ぬ

ま

で

日

陰

者

だ

っ

た

、
あ

ん

た

。
王

妃

に

は

な

れ

な

か

っ

た

、
あ

ん

た

。
私

の

中

に

流

れ

て

い

る

の

は

父

の

血

だ

け

、
王

の

血

だ

け

。
あ

ん

た

の

血

な

ぞ

、

唯

の

一

滴

、

流

れ

て

は

い

な

い

。 

 

母

、
次

女

、
地

の

母

た

ち

は

、
長

女

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

に

よ

っ

て

、
家

畜

の

よ

う

に

追

い

払

わ

れ

る

。 
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５ 

 

母

、

次

女

、

地

の

母

た

ち

が

追

い

払

わ

れ

る

と

、

長

女

は

、 

 

長

女 

私

は

力

が

好

き

。 

 

言

っ

て

家

来

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

を

呼

び

集

め

る

。 

 

長

女 

さ

あ

、

来

て

。

私

の

味

方

た

ち

。

私

の

前

で

力

競

べ

を

見

せ

て

頂

戴

。 

 

集

合

す

る

家

来

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

長

女

の

影

法

師

た

ち

は

、

玉

座

に

近

付

く

。 

 

長

女 

始

め

て

！ 

 

命

じ

る

。 

競

技

が

開

始

さ

れ

る

。 
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そ

れ

を

盛

り

立

て

る

太

鼓

が

鳴

る

。 

三

人

の

影

法

師

た

ち

を

相

手

に

勝

ち

続

け

て

行

く

家

来

。 

長

女

の

影

法

師

た

ち

は

、

力

競

べ

に

呼

応

す

る

よ

う

に

動

い

て

い

る

。 

競

技

の

途

中

か

ら

現

れ

て

来

る

老

人

、

忠

義

者

、

二

人

の

道

化

。

そ

し

て

〈

音

の

精

霊

〉
。 

老

人

は

、
玉

座

に

座

っ

て

い

る

長

女

を

見

て

、
一

瞬

驚

く

が

、
ま

だ

娘

の

裏

切

り

に

は

気

付

か

ず

、
立

っ

た

ま

ま

、

競

技

を

見

物

す

る

。 

忠

義

者

は

、
背

負

っ

て

い

た

箱

か

ら

、
折

り

畳

ん

だ

椅

子

を

取

り

出

し

、
見

物

席

を

作

り

、
老

人

に

す

す

め

る

が

、

老

人

は

、

大

丈

夫

だ

、

と

、

座

る

の

を

断

り

、

玉

座

を

指

す

。 

頷

く

忠

義

者

。 

老

婆

の

道

化

は

面

白

そ

う

に

競

技

を

見

て

い

る

が

、
若

い

道

化

は

、
巫

山

戯

半

分

に

、
競

技

の

真

似

事

を

し

て

い

る

。 

や

が

て

勝

利

す

る

家

来

。 

老

人

は

、

玉

座

に

近

付

き

、

家

来

を

招

き

寄

せ

る

。

や

っ

て

来

る

家

来

。 

老

人

は

懐

中

か

ら

、

小

刀

を

取

り

出

し

、 

 

老

人 

勝

者

に

は

王

よ

り

褒

賞

を

与

え

る

の

が

習

い

だ

。

受

け

取

る

が

い

い

。 
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言

っ

て

与

え

よ

う

と

す

る

が

家

来

は

受

け

取

ろ

う

と

は

せ

ず

、

長

女

を

見

る

。 

思

わ

ず

長

女

を

見

る

老

人

。 

長

女

は

、

冷

た

い

眼

で

老

人

を

見

る

。 

老

人

の

顔

色

が

変

わ

っ

て

ゆ

く

。 

 

長

女 

あ

な

た

は

既

に

玉

座

を

降

り

た

人

。

王

の

名

を

捨

て

た

人

。

そ

れ

か

ら

、

娘

に

見

捨

て

ら

れ

た

老

人

。 

老

人 

見

捨

て

た…
…

、

と

言

っ

た

の

か

？ 

 

信

じ

ら

れ

ず

に

訊

く

。 

 

長

女 

は

い

。 

老

人 
…
…

し

か

し

、

お

前

は…
…

。 

長

女 

私

は

？ 

老

人 

帰

っ

て

来

て

く

だ

さ

い

、

と

、

言

っ

た

筈

だ

。

玉

座

は

空

け

て

置

く

、

と

約

束

し

た

筈

だ

。 

長

女 

年

が

変

れ

ば

、

す

べ

て

は

昔

。 

 

笑

う

。 
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言

葉

を

失

う

老

人 

 

長

女 
今

日

の

今

、

玉

座

に

座

る

の

は

私

、

褒

賞

を

与

え

る

の

は

私

。 

 
家

来

を

呼

ぶ

。 

 

長

女 

私

は

褒

賞

に

武

器

な

ど

与

え

た

り

は

し

ま

せ

ん

。

私

の

褒

賞

は

、

こ

れ

。 

 

家

来

に

口

づ

け

を

す

る

。 

震

え

な

が

ら

、

そ

の

出

来

事

を

見

て

い

る

老

人

。 

長

女

の

影

法

師

た

ち

も

ま

た

、

家

来

の

影

法

師

た

ち

に

口

づ

け

を

す

る

。 

眼

を

逸

ら

せ

る

忠

義

者

。 

呆

気

に

と

ら

れ

て

眼

を

離

す

老

婆

の

道

化

。 

若

い

道

化

だ

け

が

、

出

来

事

を

嘲

る

よ

う

に

口

づ

け

を

真

似

て

い

る

。 

 

長

女 

あ

な

た

は

私

の

家

来

。

そ

し

て

私

の

男

。 

 



 

 

29 

頷

く

家

来

。 

そ

れ

か

ら

長

女

は

老

人

に

訊

く

。 

 

長

女 

帰

っ

て

来

た

の

で

す

か

？

で

は

、

あ

な

た

の

部

屋

を

用

意

さ

せ

ま

し

ょ

う

。

馬

小

屋

が

い

い

で

す

か

？ 

そ

れ

と

も

牢

獄

が

い

い

で

す

か

？ 

 

老

人

は

身

動

き

出

来

ず

に

い

る

。 

〈

音

の

精

霊

〉

が

寂

し

い

曲

を

奏

し

は

じ

め

る

。 

老

人

を

背

負

う

忠

義

者

。

歩

き

出

す

。 

付

い

て

ゆ

く

老

婆

の

道

化

。 

若

い

道

化

は

、

長

女

に

手

を

振

り

、

嘲

笑

し

な

が

ら

付

い

て

ゆ

く

。 

〈

音

の

精

霊

〉

に

先

導

さ

れ

て

去

っ

て

ゆ

く

老

人

の

一

行

。 

長

女

、
家

来

、
長

女

の

影

法

師

た

ち

、
家

来

の

影

法

師

た

ち

は

、
勝

ち

誇

っ

た

表

情

で

そ

れ

を

見

て

い

る

。 

   



 

 

30 

 
 

 
 

 

６ 

 

老

人

の

一

行

は

、

荒

野

で

、

寂

し

さ

を

紛

わ

す

宴

を

開

い

て

い

る

。 

老

婆

の

道

化

は

老

人

の

盃

に

酒

を

注

ぎ

な

が

ら

、

慰

め

る

よ

う

に

言

う

。 

 

老

婆

の

道

化 

人

が

生

き

ら

れ

る

と

て 

何

百

年 

生

き

ら

れ

よ

う

か 

し

み

っ

た

れ

た

世

の

中

な

が

ら 

ほ

い

ほ

い

と

生

き

て

み

よ

う 

世

間

峠

は 
険

し

い

も

の

さ 

曲

が

り

く

ね

っ

て

涙

を

誘

う

が…
…

 

 

だ

が

老

人

は

茫

然

と

し

て

い

る

。 

 

忠

義

者 

去

っ

て

し

ま

っ

た

の

か 

情

を

交

わ

し

た

人

は 

雁

と

と

も

に

永

遠

に

去

っ

て

し

ま

っ

た

の

か 

空

を

飛

び

ゆ

く 

雁

に

問

わ

ん 

私

の

道

は 

い

ず

こ

に

あ

ろ

う

か 

 

忠

義

者

の

言

葉

は

老

人

の

胸

中

に

去

来

す

る

も

の

を

代

弁

す

る

よ

う

に

沈

ん

で

い

る

。 
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と

、
〈

音

の

精

霊

〉

が

、

寂

し

さ

を

吹

き

払

う

よ

う

に

奏

し

は

じ

め

る

。 

そ

れ

に

つ

ら

れ

て

歌

う

老

婆

の

道

化

。 

 

老

婆

の

道

化

の

歌 

 

戯

れ

て

行

か

れ

よ 

戯

れ

て

行

か

れ

よ 

月

が

浮

か

ん

で

沈

む

ま

で 

戯

れ

て

行

か

れ

よ 

 

忠

義

者

も

笑

顔

と

な

り

、

歌

う

。 

 

忠

義

者

の

歌 

 

寒

い

か 

暑

い

か 

私

の

腕

に

入

る

が

い

い 

枕

は

高

い

か 

低

い

か 

私

の

胸

を

枕

に

す

る

と

い

い 
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そ

れ

か

ら

二

人

は

合

唱

す

る

。 

 

老

婆

の

道

化

と

忠

義

者

の

歌 

 

西

の

山

に

沈

む

夕

陽

は 

沈

み

た

く

て 
沈

む

の

か 

私

を

残

し

て 

去

る

君

は 

去

り

た

く

て 

去

る

の

か 

 

老

婆

の

道

化

は

皆

を

励

ま

す

よ

う

に

言

う

。 

 

老

婆

の

道

化 

果

て

し

な

き 

大

海

原

に 

ぽ

っ

か

り

と 

浮

か

ん

だ

船 

え

ん

や

ら 

や

あ 

え

ん

や

ら 

や

あ 

え

ん

や

ら 

こ

ら

と 

櫓

を

漕

が

ん 
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忠

義

者

と

老

婆

の

道

化

が

言

葉

や

歌

で

老

人

を

慰

め

て

い

る

間

、
若

い

道

化

は

、
さ

も

退

屈

し

た

よ

う

に

、

ま

た

、

老

人

の

視

線

を

惹

き

寄

せ

る

よ

う

に

、

若

さ

を

誇

示

す

る

行

為

を

し

て

い

る

。 

そ

し

て

老

人

の

眼

は

、

い

つ

し

か

、

若

い

道

化

を

見

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。 
や

が

て

、
忠

義

者

と

老

婆

の

道

化

が

沈

黙

し

、〈

音

の

精

霊

〉
が

笛

を

吹

き

や

め

る

と

、
若

い

道

化

の

道

化

節

が

は

じ

ま

る

。 

 

道

化

節 

 

こ

の

世

は 

狂

気 

狂

気 
狂

気 

引

っ

く

り

返

ら

な

い

こ

と

な

ぞ 

何

も

な

い 

〈

制

度 

観

念 

家

父

長

制

〉 

俺

は

す

べ

て

を

引

っ

く

り

返

す 

逆

立

ち

す

れ

ば 

天

は

地 

地

は

天 

俺

が

親

か

ら

貰

っ

た

も

の

は 

引

っ

く

り

返

し

の 

そ

の

力 
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そ

う

し

て

俺

は

誰

の

子

だ 

〈

当

然

至

極 

泰

然

自

若

〉 

俺

は

誰

の 

子

で

も

な

い 

 
と

ん

ぼ

が

え

り

を

し

て

見

せ

る

若

い

道

化

。 

 

老

婆

の

道

化 

誰

で

も

人

は

、

誰

か

の

子…
…

さ

。 

 

呟

く

。 

す

る

と

若

い

道

化

は

老

婆

の

道

化

を

揶

揄

し

、 

 

若

い

道

化 

そ

う

し

て

や

が

て

子

は

親

に

な

り

、
子

の

親

は

老

い

て

、
子

に

頼

ら

ざ

る

を

得

な

く

な

る

、
っ

て

訳

か

い

？ 

え

っ

？ 

一

人

ぼ

っ

ち

の

婆

さ

ん

。 

 

訊

く

。 

頷

く

老

婆

の

道

化

。

沁

々

と

、 
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老

婆

の

道

化 

子

に

裏

切

ら

れ

た

親

程

、

哀

れ

な

者

は

、

い

な

い…
…

さ

。 

 

肩

を

す

く

め

る

若

い

道

化

。

老

人

を

唆

す

よ

う

に

、 

 

若

い

道

化 
娘

に

裏

切

ら

れ

た

と

嘆

く

ん

な

ら

、
今

度

は

、
あ

ん

た

が

裏

切

り

返

せ

ば

い

い

。
玉

座

を

奪

わ

れ

た

と

憤

る

な

ら

、

取

り

返

せ

ば

い

い

。

こ

の

世

は

、

狂

気

、

狂

気

、

狂

気

。

引

っ

く

り

返

ら

な

い

こ

と

な

ど

、

何

も

な

い

ん

だ

ぜ

、

え

っ

？ 

爺

さ

ん 

 

老

人

の

表

情

に

浮

か

ん

で

く

る

生

気

。 

 

老

人 
…
…

裏

切

り

返

す…
…

取

り

戻

す…
…

。 

 

自

分

に

言

い

聞

か

せ

る

よ

う

に

呟

く

老

人

。 

老

婆

の

道

化

が

、

ぽ

つ

り

と

、 

 

老

婆

の

道

化 

無

理

だ

よ

。 
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言

う

。 

し

ば

ら

く

は

沈

黙

し

て

い

る

が

、

不

意

に

老

人

が

声

を

荒

立

て

る

。 

 

老

人 

出

て

行

け

。 

 

驚

愕

す

る

老

婆

の

道

化

。 

 

老

婆

の

道

化 

何

だ

っ

て

？ 

老

人 

私

に

は

輩

が

い

る

。
隣

の

国

。
そ

の

ま

た

隣

の

国…
…

。
彼

等

は

皆

、
王

だ

。
王

が

持

つ

も

の

、
そ

れ

は

力

だ

。

彼

等

は

喜

ん

で

私

に

力

を

貸

し

て

く

れ

る

筈

だ

。 

老

婆

の

道

化 

わ

か

る

も

ん

か

ね

。 

老

人 

気

力

を

挫

こ

う

と

す

る

、

お

前

。

老

婆

。

出

て

行

く

が

い

い

。 

 

何

か

言

い

か

け

よ

う

と

日

を

開

き

、

だ

が

、

何

も

言

わ

ず

に

背

を

向

け

、

と

ぼ

と

ぼ

と

去

っ

て

行

く

。 

そ

の

後

姿

に

向

か

っ

て

、

陽

気

に

、 

 

若

い

道

化 

あ

ば

よ

、

婆

さ

ん

。

今

度

、

会

う

時

に

ゃ

、

地

獄

で

会

お

う

。 



 

 

37 

 

告

げ

る

。 

沈

黙

し

た

ま

ま

、

忠

義

者

は

、

寂

し

気

に

老

婆

を

見

送

る

。 

〈

音

の

精

霊

〉

も

ま

た

、

黙

し

た

ま

ま

だ

。 
不

意

に

立

ち

上

が

る

老

人

。 

 

老

人 

行

く

ぞ

。 

若

い

道

化 

合

点

。 

 

老

人

、

忠

義

者

、

若

い

道

化

は

老

婆

の

道

化

が

去

っ

た

の

と

は

反

対

側

の

方

向

に

去

っ

て

ゆ

く

。 

つ

い

て

行

く

〈

音

の

精

霊

〉
。 

こ

の

場

面

の

間

、
中

央

の

玉

座

に

座

し

た

長

女

が

家

来

、
長

女

の

影

法

師

た

ち

、
家

来

の

影

法

師

た

ち

と

と

も

に

、

乱

れ

た

酒

宴

を

催

し

て

い

る

光

景

が

仄

見

え

て

い

る

。 
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７ 

 

次

女

と

、

地

の

母

た

ち

が

糸

車

を

手

に

現

れ

る

と

、

糸

を

紡

ぎ

は

じ

め

る

。 

静

か

に

奏

さ

れ

る

音

楽

。 
そ

こ

へ

や

っ

て

来

る

老

婆

の

道

化

。
次

女

と

、
地

の

母

た

ち

は

笑

顔

を

見

せ

、
や

さ

し

く

老

婆

の

道

化

を

迎

え

る

。 

 

老

婆

の

道

化 

仲

間

入

り

さ

せ

て

貰

っ

て

い

い

か

ね

？ 

 

頷

く

、

次

女

と

、

地

の

母

た

ち

。 

 

老

婆

の

道

化 

あ

り

が

と

さ

ん

よ

。

一

人

旅

は

時

々

寂

し

く

っ

て

ね

ぇ

。…
…

よ

っ

こ

ら

し

ょ

、

っ

と

。 

 

座

っ

て

糸

紡

ぎ

を

眺

め

る

。 

地

の

母

た

ち

の

一

人

（

花

）

は

、

糸

紡

ぎ

を

続

け

な

が

ら

言

う

。 

 

花 

夫

の

父

母

は 

や

さ

し

く

て

も

他

人 

つ

か

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

人

た

ち 
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地

の

母

た

ち

は

合

唱

で

答

え

る

。 

 

地

の

母

た

ち

の

合

唱 

 

昼

の

間

は

遊

べ

な

い

か

ら 

月

の

真

下

で

遊

ぼ

う

よ 

 

花

は

言

葉

を

続

け

る

。 

 

花 

星

を

摑

ま

え 

模

様

に

入

れ

て 
き

り

き

り

ば

っ

た

ん 

織

り

ま

し

ょ

う 

釜

に

火

を

つ

け 

御

飯

を

炊

い

て 

空

に

も 

星

に

も 

捧

げ

ま

し

ょ

う 

友

も

喜

び 

広

場

に

集

い 

み

ん

な

嬉

し

く 

遊

ぶ

で

し

ょ

う 

 

地

の

母

た

ち

は

歌

う

。 

 

地

の

母

た

ち

の

合

唱 
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松

林

に

は 

松

が

い

っ

ぱ

い 

竹

林

に

は 

竹

が

い

っ

ぱ

い 

 
気

持

ち

良

く

な

っ

て

、

ふ

っ

と

口

を

挟

む

老

婆

の

道

化

。

母

が

姿

を

見

せ

る

。 

 

老

婆

の

道

化 

月

が

降

り

る

時

、

老

い

た

松

は

語

る

で

し

ょ

う 

昔

昔

の

女

た

ち

の

話

を 

昔

昔

の

昔

話

を 

 

母

、

次

女

、

地

の

母

た

ち

は

、

暖

か

く

老

婆

の

道

化

を

見

守

っ

て

い

る

。 

こ

の

場

面

の

間

、

玉

座

の

酒

宴

は

終

わ

り

、

長

女

と

家

来

は

密

談

を

し

は

じ

め

る

。 

寄

り

添

い

合

っ

て

聞

い

て

い

る

、

長

女

の

影

法

師

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

語

り

終

わ

っ

た

老

婆

の

道

化

は

立

ち

上

が

る

。 

 

母 

ど

こ

へ

行

ら

っ

し

ゃ

る

の

で

す

か

。 

老

婆

の

道

化 

あ

ん

た

は

、
母

。
あ

ん

た

た

ち

は

母

た

ち

。
だ

け

ど

私

は

、
生

ま

れ

て

は

来

た

も

の

の

、
母

に

は

な

れ

な

か

っ

た

、
い

や

、
な

ろ

う

と

し

な

か

っ

た

女

。
老

婆

。
い

つ

ま

で

も

仲

間

入

り

を

し

て

い

る

の

は

性
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に

合

わ

な

い

、

さ

。

茶

飲

み

友

達

で

も

探

し

に

行

く

さ

。

い

や

、

酒

飲

み

友

達

か

。 
母 
強

い

て

と

め

は

し

ま

せ

ん

。

で

も

寂

し

く

な

っ

た

ら

遊

び

に

来

て

く

だ

さ

い

。 

老

婆

の

道

化 

あ

あ

、
そ

う

す

る

よ

。
私

に

も

母

が

あ

っ

た

。
そ

の

こ

と

を

思

い

出

せ

る

場

所

が

あ

る

の

は

、
悪

く

な

い…
…

。

お

礼

を

言

う

よ

。

あ

り

が

と

さ

ん

。 

 

老

婆

の

道

化

は

、

笑

顔

で

、

母

、

次

女

、

地

の

母

た

ち

か

ら

遠

ざ

か

っ

て

行

く

。 
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８ 

 

照

明

が

変

わ

っ

て

行

く

問

に

去

っ

て

行

く

、

母

、

次

女

、

地

の

母

た

ち

。 

玉

座

で

抱

き

合

っ

て

い

る

長

女

と

家

来

。 
玉

座

の

下

で

抱

き

合

っ

て

い

る

、

長

女

の

影

法

師

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

の

姿

が

浮

か

び

上

が

る

。 

長

女

と

家

来

は

囁

き

合

う

。 

 

長

女 

昼

の

時

間

か

ら

夜

の

部

屋

に

戻

り

、
私

は

明

か

り

を

消

す

。
明

か

り

を

つ

け

た

ま

ま

で

い

る

の

は

、
疲

れ

る

こ

と

。 

家

来 

ど

ん

な

季

節

で

も

な

い

朝

に

、

蕾

は

開

い

た

。

愛

は

獣

と

と

も

に

、

花

は

毒

を

持

っ

て

生

ま

れ

た

。 

長

女 

父

は

昼

の

光

に

姿

を

現

す

。
生

き

て

い

る

父

。
す

る

と

、
陽

光

の

許

、
私

は

落

ち

着

く

こ

と

が

出

来

な

く

な

る

。 

家

来 

死

は

絶

対

。

生

者

が

死

者

に

脅

か

さ

れ

る

な

ど

、

臆

病

者

に

起

き

る

こ

と

。

あ

な

た

は

強

い

女

。 

長

女 

私

は

楽

し

み

た

い

。

若

い

内

、

若

い

内

、

若

い

内

に

。 

家

来 
…
…

殺

す

、

の

で

す

。

父

を…
…

。

そ

う

す

れ

ば…
…

、 

長

女 

そ

う

す

れ

ば

？ 

家

来 

あ

な

た

は

、 
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長

女 

私

は

、 
家

来 

真

の

王

と

な

る

。 

長

女 
力

を

、

自

由

を

、

得

る

こ

と

が

出

来

る

よ

う

に

な

る

。 

家

来 

昼

の

鏡

に

互

い

の

裸

身

を

映

し

、

愛

し

合

う

こ

と

が

で

き

る

、

若

い

内

に

、

殺

す

の

で

す

。 

長

女 

父

を…
…

。 

家

来 

殺

す

の

で

す

。 

長

女 

父

を…
…

。 

家

来 

殺

す

の

で

す

。 

長

女 

父

を

。

父

を

、

殺

す

。

父

を

、

父

を…
…

。 

 

闇

の

出

来

事

の

中

で

、

長

女

は

、

父

殺

し

を

決

意

す

る

。 

 

長

女 

明

か

り

を

消

し

て

。

眠

り

ま

し

ょ

う

。 

 

長

女

と

家

来

の

姿

は

影

絵

と

な

る

。 

 

長

女 

暗

闇

の

中

で

私

は

私

に

な

る

。
暗

闇

の

中

で

、
お

前

の

息

遣

い

を

感

じ

、
私

は

ふ

と

思

う

。
今

は

規

則

正



 

 

44 

し

い

、
お

前

の

呼

吸

が

、
い

つ

裏

切

り

の

寝

息

に

変

わ

る

か

、
と

。
暗

闇

の

中

の

逡

巡

い

と

途

惑

い

。
そ

ん

な

時

、

私

は

急

い

で

お

前

を

抱

く

。 

家

来 
暗

閻

の

中

で

、
私

は

あ

な

た

の

寝

息

を

確

か

め

ま

す

。
私

は

あ

な

た

の

眠

り

を

守

る

下

僕

。
お

休

み

な

さ

い

、

私

の

王

。

私

の

、

女

。 

             



 

 

45 

 
 

 
 

 

９ 

 

老

人

と

忠

義

者

と

若

い

道

化

は

荒

野

を

彷

徨

し

て

い

る

。 

そ

の

姿

は

孤

独

と

寂

蓼

に

満

ち

て

い

る

。 

 

老

人 

輩

に

も

裏

切

ら

れ

た

。 

忠

義

者 

時

代

が

変

わ

っ

た

の

で

す

。 

老

人 

輩

は

死

に

、 

忠

義

者 

そ

う

で

な

け

れ

ば

息

子

た

ち

に

王

位

を

譲

り

、

成

す

べ

き

も

な

い

日

々

を

送

っ

て

お

ら

れ

る

。 

 

老

人

と

忠

義

者

は

言

う

。 

 

老

人 

忘

却

の

河

の

ほ

と

り

で

、 

忠

義

者 

忘

却

の

河

の

ほ

と

り

で

、 

老

人 

私

は

歌

い

た

い

。 

忠

義

者 

私

は

歌

い

た

い

。 

老

人 

栄

華

の

日

々

を

。 
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忠

義

者 

栄

華

の

日

々

を

。 

 

す

る

と

〈

音

の

精

霊

〉

が

歌

い

は

じ

め

る

。 

 
〈

音

の

精

霊

〉

の

歌 

 

月

明

か

り

の

も

と 

私

の

姿

は

暗

い 

 

だ

が

私

は

歩

き

ま

わ

ら

ず

に

い

ら

れ

な

い 

 

い

つ

も

孤

独

で 

無

限

に

酔

い 

永

遠

に

追

放

さ

れ 

歩

き

ま

わ

る 

私 

失

わ

れ

た

王 
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月

は

照

ら

す 

無

人

の

荒

野

を 

す

べ

て

が

眠

っ

て

い

る 

 

私

は

歩

く 

一

人

歩

く 

 

両

足

が

痛

む 

 

過

去

を

噛

み

し

め 

急

激

に

老

い 

 

私

は 

夜

の 

中

に 

沈

む 
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老

人

と

忠

義

者

は

く

り

返

す

。 

 

老

人 
私

は 

忠

義

者 
私

は 

老

人 

夜

の 

忠

義

者 

夜

の 

老

人 

中

に 

忠

義

者 

中

に 

老

人 

沈

む 

忠

義

者 

沈

む 

 

二

人

が

口

を

噤

む

と

現

れ

て

く

る

幻

の

次

女

。 

老

人

に

は

彼

女

が

生

ま

れ

た

ば

か

り

の

赤

児

の

よ

う

に

思

わ

れ

、

抱

き

し

め

る

。 

嬉

し

気

に

、

そ

の

光

景

を

見

、

座

る

忠

義

者

。 

老

人

と

次

女

は

、〈

音

の

精

霊

〉
の

奏

す

る

調

べ

に

乗

っ

て

、
ゆ

っ

く

り

と

ワ

ル

ツ

を

踊

る

、
踊

る

、
踊

る

。 

幻

想

の

場

面

。 
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や

が

て

幻

の

次

女

は

消

え

て

ゆ

く

。 

 

こ

の

場

面

の

間

、
凝

っ

と

出

来

事

を

見

て

い

る

玉

座

に

座

る

長

女

、
長

女

に

寄

り

添

う

家

来

、
そ

し

て

玉

座

の

足

許

に

座

る

、

長

女

の

影

法

師

た

ち

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

の

姿

が

朧

気

に

見

え

て

い

る

。 
若

い

道

化

は

終

始

無

言

で

、
出

来

事

を

見

て

い

る

。
そ

の

様

子

は

、
自

ら

の

老

い

に

つ

い

て

考

え

て

い

る

よ

う

に

も

見

え

る

し

、

す

べ

て

に

見

捨

て

ら

れ

た

老

い

に

つ

い

て

考

え

て

い

る

よ

う

に

も

見

え

る

。 
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10 

 

〈

音

の

精

霊

〉
の

唄

が

終

わ

る

と

、
い

き

な

り

鬨

の

声

が

上

が

り

、
長

女

の

影

法

師

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

が

、

手

に

手

に

武

器

を

持

っ

て

、

沈

黙

し

て

い

る

老

人

一

行

に

襲

い

か

か

っ

て

く

る

。 
忠

義

者

は

、
自

分

に

と

っ

て

の

唯

一

の

武

器

で

あ

る

剣

を

手

に

戦

い

、
若

い

道

化

は

自

分

が

生

き

る

た

め

の

武

器

と

し

て

来

た

〈

言

葉

〉

で

戦

う

。 

成

す

す

べ

も

な

く

、

そ

の

出

来

事

を

見

守

っ

て

い

る

老

人

。 

〈

音

の

精

霊

〉
は

、
笛

を

吹

い

て

忠

義

者

と

若

い

道

化

を

鼓

舞

し

よ

う

と

す

る

が

、
激

し

い

太

鼓

の

乱

打

の

音

に

負

け

て

し

ま

う

。 

若

い

道

化

は

知

る

限

り

の

罵

倒

語

を

叫

ぶ

。 

 

若

い

道

化

の

罵

倒

語

１ 

 

こ

ん

畜

生 

糞

っ

た

れ 

ろ

く

で

な

し 

馬

鹿

野

郎 

豚 

間

抜

け 

の

ろ

ま 

与

太

者 

ど

ん

百

姓 

素

寒

貧 

犬 

し

み

っ

た

れ 

破

落

戸 

怠

け

者 

頓

馬 

戯

け 

な

ら

ず

者 

と

ん

ち

き 

餓

鬼 

気

違

い 

ペ

テ

ン

師 

乞

食 

ル

ン

ペ

ン 

ど

け

ち 
抜

け

作 

猫

っ

か

ぶ

り 

薄

鈍 

追

剥 

臆

病

者 

溝

鼠 

ご

く

つ

ぶ

し 

イ

ン

チ

キ

野

郎 

間

抜

け 
呑

ん

だ

く

れ 

怪

物 

ぐ

う

た

ら 

冷

血

漢 
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呆

け

な

す 

オ

タ

ン

コ

ナ

ス 

ど

阿

呆 

人

で

な

し 

意

気

地

な

し 

泣

虫

弱

虫

挟

ん

で

捨

て

ろ 

野

蛮

人 

一

人

よ

が

り 

ほ

ら

ふ

き 

ボ

ン

ク

ラ 

海

坊

主 

神

憑 

泥

棒 

妄

想

狂 

お

喋

り 

獣 

木

偶

の

坊 

強

欲

爺 

オ

タ

ン

チ

ン 

人

非

人 

げ

じ

げ

じ

親

父 

唐

変

木 

く

る

く

る

パ

ー 

低

能 
白

痴 

道

楽

者 

気

取

屋 

寄

生

虫 

欲

張

り 

の

っ

ぺ

ら

ぼ

う 

怒

り

ん

ぼ 

田

舎

者 

偽

善

者 

小

便

垂

れ 

暴

君 

極

道

者 

虫

け

ら 

お

ぺ

っ

か

使

い 

ア

ン

ポ

ン

タ

ン 

糞

爺 

お

っ

ち

ょ

こ

ち

ょ

い 

鬼 
疫

病

神 

小

心

者 

 

忠

義

者

は

影

法

師

た

ち

に

捕

ら

え

ら

れ

て

し

ま

う

。
真

っ

二

つ

に

折

ら

れ

る

忠

義

者

の

剣

。
だ

が

老

人

に

は

ど

う

す

る

こ

と

も

出

来

な

い

。
そ

れ

を

見

な

が

ら

、
自

分

の

武

器

で

あ

る

罵

倒

語

が

役

に

立

た

な

か

っ

た

こ

と

を

知

っ

た

若

い

道

化

は

、
老

人

に

向

か

っ

て

罵

倒

語

を

叫

び

、
老

人

の

許

を

去

っ

て

行

く

。 

 

若

い

道

化

の

罵

倒

語

２ 

 

能

な

し 

禿

頭 

腰

抜

け 

偏

執

狂 

狸 
ビ

ン

ボ

ケ 

太

っ

ち

ょ 

愚

図 

ア

ル

中 

糞

蠅 

卑

怯

者 

地

獄 

屁

っ

こ

き 

糞

づ

ま

り 

ス

カ

タ

ン 

人

喰

い 

お

人

よ

し 

貧

乏

神 

喰

い

し

ん

ぼ 

チ

ビ 

エ

ッ

チ 

ス

ッ

ト

ン

ト

ン 

恥

知

ら

ず 

税

金

泥

棒 

意

地

悪 

守

銭

奴 

女

た

ら

し 

石

頭 

浪

費

家 

が

に

ま

た 

生

臭

坊

主 

極

悪

人 

薄

馬

鹿 
ど

た

く

れ 

色

気

違

い 

出

来

損

い 

蝮 
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ハ

レ

ン

チ 

変

質

者 

露

出

狂 

す

っ

と

ん

き

ょ

う 

嘘

つ

き 

小

便

た

れ 

 

〈

音

の

精

霊

〉

は

老

人

を

庇

っ

て

去

り

、

若

い

道

化

は

く

り

返

す 

 
若

い

道

化

の

罵

倒

語

３ 

 

耄

碌

爺 

薄

情

者 

役

立

た

ず 

耄

碌

爺 

薄

情

者 

役

立

た

ず 

 

こ

の

場

面

の

間

、

玉

座

に

座

っ

た

長

女

は

、

嘲

笑

を

浮

か

べ

な

が

ら

出

来

事

を

見

て

い

る

。 
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影

法

師

た

ち

に

捕

ら

え

ら

れ

た

忠

義

者

に

、

長

女

は

、 

 

長

女 

死

に

た

い

？ 

 

と

、

訊

く

。 

 

長

女 

忠

義

者

の

ま

ま

、
死

な

せ

て

あ

げ

ま

し

ょ

う

か

？

そ

れ

と

も

寝

返

っ

て

、
馬

小

屋

の

番

人

に

で

も

な

る

？ 

な

り

た

い

？ 

 

長

女

の

言

葉

に

耳

を

貸

さ

ず

、

必

死

に

訴

え

る

忠

義

者

。 

 

忠

義

者 

王

は…
…

、 

長

女 

王

は

？ 

忠

義

者 

王

で

あ

っ

た

時

、
余

り

に

世

の

中

の

事

を

知

ら

ず

に

い

ま

し

た

。
今

、
あ

な

た

に

よ

っ

て

玉

座

を

追

わ

れ

た

王

は

、
無

名

の

老

人

。
そ

う

し

て

世

間

を

知

ろ

う

と

し

て

い

る

の

で

す

。
王

で

あ

っ

た

老

人

の

眼

に

は

、
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見

た

く

な

い

こ

と

も

見

え

ま

す

。
王

の

命

令

に

よ

っ

て

、
苦

し

ん

で

い

る

人

々

が

見

え

ま

す

。
見

た

か

っ

た

こ

と

も

見

え

ま

す

。

王

の

命

令

に

よ

っ

て

、

喜

ん

で

い

る

人

々

が

見

え

ま

す

。

老

人

に

は…
…

、 

長

女 
老

人

に

は

？ 

忠

義

者 
見

る

こ

と

だ

け

が

愉

し

み

。
苦

し

ん

で

い

る

人

々

を

見

て

も

、
喜

ん

で

い

る

人

々

を

見

て

も

、
今

の

王

は

無

カ

で

す

。
何

も

で

き

ま

せ

ん

。
で

す

か

ら

ど

う

か

、
老

人

を

そ

っ

と

し

て

お

い

て

下

さ

い

。
今

さ

ら

王

を

捕

ま

え

よ

う

な

ど

と

は

な

さ

ら

な

い

で

下

さ

い

。
お

願

い

で

す

。
玉

座

に

座

る

、
あ

な

た…
…

、
王

よ…

…

。 

長

女 

ど

う

か

し

ら

ね

。

あ

の

老

人

に

持

た

せ

て

や

っ

た

お

金

が

失

く

な

れ

ば

、

彼

は

私

に

小

遣

い

を

く

れ

と

、

や

っ

て

く

る

わ

。
老

耄

仲

間

を

集

め

て

、
負

け

る

と

わ

か

っ

て

い

る

戦

い

を

挑

ん

で

来

る

か

も

知

れ

な

い

わ

。

一

度

は

追

放

し

た

、

下

の

娘

を

許

し

、

結

婚

さ

せ

、

押

し

寄

せ

て

来

る

か

も

知

れ

な

い

わ

。 

家

来 

ど

ん

な

こ

と

が

起

き

て

も

、

あ

な

た

は

勝

ち

ま

す

。 

長

女 

そ

う

ね

、

勝

つ

で

し

ょ

う

。

で

も…
…

。 

家

来 

で

も…
…

？ 

 

長

女

は

忠

義

者

に

言

う

。 

 

長

女 

見

て

愉

し

む

こ

と

が

老

人

の

特

権

な

ら

、
私

は

そ

れ

す

ら

奪

う

わ

。
老

人

は

、
唯

、
大

人

し

く

留

守

と

い
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う

名

の

鳥

籠

に

飼

わ

れ

て

い

れ

ば

い

い

。
悪

い

こ

と

も

良

い

こ

と

も

見

て

愉

し

む

の

は

、
権

力

を

持

つ

者

だ

け

に

許

さ

れ

た

特

権

。

老

人

に

眼

は

必

要

な

い

と

報

告

す

る

が

い

い

。 

 

家

来

を

呼

ぶ

長

女

。 

 

長

女 

私

の

家

来

。

こ

の

男

の

眼

を

奪

っ

て

。 

家

来 

仰

せ

の

ま

ま

に

。 

 

忠

義

者

の

体

を

身

動

き

さ

せ

な

く

す

る

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

家

来

は

逡

巡

い

も

な

く

忠

義

者

の

眼

を

刀

で

突

き

刺

す

。 

 

忠

義

者 

私

の

眼

は

潰

さ

れ

て

も

構

わ

な

い

。

だ

が

、

ど

う

か

、

あ

の

方

の

眼

だ

け

は

、

あ

の

方

の…
…

。 

 

懇

願

す

る

が

答

え

な

い

長

女

。 

 

長

女 

お

前

の

剣

は

、
も

う

折

ら

れ

た

。
お

前

の

眼

は

、
も

う

潰

さ

れ

た

。
折

ら

れ

た

刀

を

杖

に

、
見

え

ぬ

眼

で

、

あ

の

方

を

探

す

と

い

い

。 
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折

ら

れ

た

刀

を

忠

義

者

の

前

に

投

げ

出

す

家

来

。
忠

義

者

は

、
そ

れ

を

手

さ

ぐ

り

で

探

し

、
辛

じ

て

歩

き

出

す

。 

忠

義

者

の

彷

徨

。 
玉

座

か

ら

遠

の

い

て

ゆ

く

と

、

仏

の

化

身

の

よ

う

に

琵

琶

法

師

が

現

れ

、
「

盲

人

徳

談

経

」

を

弾

き

語

る

。 

 

盲

人

徳

談

経 

 

祈

り

な

さ

れ 

や 

祈

り

な

さ

れ 

祈

り

な

さ

れ 

や 

祈

り

な

さ

れ 

 

四

方

の

仏

に 

祈

り

な

さ

れ 

盲

人

な

れ

ば

こ

そ 

見

え

る

も

の

が

あ

る 

盲

人

な

れ

ば

こ

そ 

見

え

る

人

が

い

る 

 

祈

り

な

さ

れ

や 

祈

り

な

さ

れ 
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祈

り

な

さ

れ

や 

祈

り

な

さ

れ 

 

琵

琶

法

師

を

伏

し

拝

む

忠

義

者

。 

現

れ

て

来

た

地

の

母

た

ち

が

忠

義

者

を

見

送

る

。 
よ

ろ

め

き

な

ぎ

ら

歩

き

出

す

忠

義

者

。 
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〈

音

の

精

霊

〉
が

現

れ

、
怒

り

の

曲

を

奏

す

る

と

、
老

人

が

足

音

も

荒

く

や

っ

て

来

、
玉

座

の

長

女

に

近

付

く

。 

 

老

人 

私

は

、

お

前

の

父

だ

。

お

前

を

作

っ

た

者

だ

。

お

前

は

私

に

育

て

ら

れ

、

言

葉

を

覚

え

た

。 

長

女 

は

い

、
お

父

様

。
あ

な

た

は

私

を

膝

に

乗

せ

、
可

愛

い

い

と

言

う

言

葉

を

教

え

な

が

ら

、
裏

切

り

者

の

首

を

刎

ね

ろ

と

仰

言

い

ま

し

た

。
私

を

眠

ら

せ

、
楽

し

い

夢

を

ご

ら

ん

、
と

い

う

言

葉

を

教

え

な

が

ら

、
あ

い

つ

の

領

土

を

奪

え

、
と

、
仰

言

い

ま

し

た

。
私

は

良

い

言

葉

と

悪

い

言

葉

を

同

時

に

覚

え

た

の

で

す

。
そ

う

し

て

今

、

私

は

、

あ

な

た

に

、

言

葉

を

贈

り

ま

し

ょ

う

。 

 

ふ

っ

と

笑

う

長

女

。 

 

長

女 

愚

か

で

独

り

ぼ

っ

ち

の

老

人

を

、
生

か

す

こ

と

も

殺

す

こ

と

も

、
そ

れ

が

愉

し

い

遊

び

だ

っ

た

ら

、
殺

す

こ

と

の

方

を

選

ん

だ

か

ら

と

言

っ

て

、

ど

う

し

て

そ

れ

が

罪

悪

な

の

？ 

 

笑

い

さ

ざ

め

く

、

家

来

、

長

女

の

影

法

師

た

ち

、

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 
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激

怒

す

る

老

人

。 

 

老

人 
お

前

は

私

の

、

血

を

分

け

た

娘

だ

。

私

は

お

前

に

人

の

道

を

教

え

て

来

た

筈

だ

。 

長

女 

娘

に

物

を

教

え

る

の

は

、
風

に

米

を

蒔

く

よ

う

な

も

の

。
何

に

も

な

ら

な

い

。
何

の

役

に

も

立

ち

ま

せ

ん

。 

老

人 

お

前

は

、

も

う

、

私

の

娘

で

は

な

い…
…

。 

長

女 

私

が

玉

座

に

就

い

た

時

、
父

と

娘

の

、
長

く

て

深

い

掟

は

、
破

ら

れ

た

の

で

す

。
道

を

失

く

し

た

、
あ

な

た

。

迷

児

の

、

あ

な

た

。

あ

と

は

洪

水

の

餌

食

に

で

も

な

る

と

い

い

。 

 

不

意

に

口

調

を

変

え

て

告

げ

る

長

女

。 

 

長

女 

地

獄

へ

続

く

魔

道

の

刻

印

は

、

も

う

押

さ

れ

た

の

よ

。

天

地

無

限

？ 

天

地

有

限

？ 

天

地

は

有

限

よ

。

私

は

、
生

き

て

い

る

内

に

、
楽

し

み

た

い

の

。
男

た

ち

の

眼

が

私

に

吸

い

寄

せ

ら

れ

る

若

い

内

に

力

を

振

い

た

い

の

。
そ

う

、
若

い

内

、
若

い

間

に

。…
…

出

て

行

く

の

ね

。
も

う

こ

こ

に

、
あ

な

た

の

居

場

所

は

な

い

！ 

 

返

す

言

葉

を

持

た

ず

、

打

ち

の

め

さ

れ

て

歩

き

出

す

老

人

。 

覚

束

か

な

げ

な

足

取

り

だ

。 

そ

し

て

、
玉

座

か

ら

遠

ざ

か

る

内

、
そ

れ

ぞ

れ

違

っ

た

方

向

か

ら

、
折

れ

た

刀

を

杖

に

し

た

忠

義

者

と
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老

婆

の

道

化

が

現

れ

て

来

る

。 

 

忠

義

者 

眼

は

？

あ

な

た

の

眼

は

？ 

老

婆

の

道

化 

潰

さ

れ

ち

ゃ

い

な

い

よ

。

だ

が

、

何

も

見

え

ち

ゃ

い

な

い

よ

う

だ

。 

 

〈

音

の

精

霊

〉

が

哀

し

げ

な

曲

を

奏

し

は

じ

め

る

。 

哀

し

み

の

余

り

、

言

葉

を

失

い

、

舞

う

老

人

。 

忠

義

者

と

老

婆

の

道

化

は

、

老

人

の

胸

中

を

代

弁

す

る

よ

う

に

言

う

。 

 

忠

義

者 

世

の

中

か

ら

消

え

る

の

に

時

間

は

か

か

ら

な

か

っ

た

。 

老

婆

の

道

化 

世

の

中

か

ら

消

え

る

の

に

時

間

は

か

か

ら

な

か

っ

た

。 

忠

義

者 

あ

ち

こ

ち

彷

徨

い

、

終

の

栖

も

見

つ

か

ら

ず

、

家

族

も

い

な

い

。 

老

婆

の

道

化 

あ

ち

こ

ち

彷

徨

い

、

終

の

栖

も

見

つ

か

ら

ず

、

家

族

も

い

な

い

。 

忠

義

者 

こ

の

世

は

只

、

仮

の

宿

。 

老

婆

の

道

化 

こ

の

世

は

只

、

仮

の

宿

。 

忠

義

者 

人

間

と

は

一

体

な

ん

な

の

か

？ 

誰

に

理

解

で

き

よ

う

。 

老

婆

の

道

化 

人

間

と

は

一

体

な

ん

な

の

か

？ 

誰

に

理

解

で

き

よ

う

。 
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忠

義

者 

そ

の

謎

を

解

く

糸

口

に

思

わ

れ

る

の

で

、 
老

婆

の

道

化 

そ

の

謎

を

解

く

糸

口

に

思

わ

れ

る

の

で

、 

忠

義

者 

人

は

人

を

愛

す

る

の

か

も

知

れ

な

い

。 

老

婆

の

道

化 

人

は

人

を

愛

す

る

の

か

も

知

れ

な

い

。 

忠

義

者 

だ

が

出

来

事

が

終

わ

れ

ば

、

す

べ

て

は

虚

し

い

。 

老

婆

の

道

化 

だ

が

出

来

事

が

終

わ

れ

ば

、

す

べ

て

は

虚

し

い

。 

忠

義

者 

何

も

か

も…
…

。 

老

婆

の

道

化 

何

も

か

も…
…

。 

 

〈

音

の

精

霊

〉

は

笛

を

吹

き

や

め

る

。 

老

人

は

舞

い

や

め

る

。 

忠

義

者

と

老

婆

の

道

化

は

言

葉

を

断

つ

。 

沈

黙

。 

一

陣

の

つ

む

じ

風

が

吹

き

過

ぎ

て

行

く

。 

ぽ

つ

り

と

呟

く

老

人

。 

 

老

人 

私

の

人

生

は

終

わ

っ

た…
…

。 
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項

垂

れ

る

忠

義

者

。 

す

る

と

不

意

に

老

婆

の

道

化

が

立

ち

上

が

る

。 

 

老

婆

の

道

化 
私

は

生

き

て

る

よ

。 

 

そ

う

し

て

老

婆

の

道

化

は

言

う

。 

 

老

婆

の

道

化 

水

の

流

れ

と

身

の

行

く

末

は 

流

れ

ゆ

く

日

の

う

た

か

た

か 

血

風

す

さ

ぶ

こ

の

荒

野 

水

で

浄

め

よ 

そ

の

邪

心 

深

山

幽

谷 

花

一

輪 

こ

の

世

で 

栄

華

を

得

ら

れ

ぬ

の

な

ら 

鬼

に

も

な

ろ

う 

夜

叉

に

も

な

ろ

う 

因

果

は

巡

る

小

車

の 

巡

り

巡

っ

て

地

獄

に

行

っ

て 
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冥

府

の

王

と

な

る

が

い

い 

 

そ

う

言

い

切

っ

た

老

婆

の

道

化

は

、 

 

老

婆

の

道

化 
私

は

一

人

で

生

き

て

行

く

さ

。 

 

と

、

く

り

返

し

な

が

ら

、

老

人

、

忠

義

者

と

別

れ

て

行

く

。 

不

自

由

な

体

で

老

人

を

立

ち

上

が

ら

せ

る

忠

義

者

。 

二

人

は

、
〈

音

の

精

霊

〉

の

音

楽

に

導

か

れ

る

よ

う

に

し

て

、

老

婆

の

道

化

と

は

反

対

の

方

へ

去

っ

て

行

く

。 

こ

の

場

面

の

間

、
玉

座

に

座

る

長

女

に

命

じ

ら

れ

て

玉

座

を

離

れ

て

ゆ

く

家

来

、
長

女

の

影

法

師

た

ち

、

家

来

の

影

法

師

た

ち

の

姿

が

仄

か

に

見

え

て

い

る

。 
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13 

 

長

女

は

玉

座

に

孤

り

だ

。

ふ

っ

と

寂

し

気

に

、

常

は

隠

し

て

い

る

孤

独

を

歌

う

。 

 
長

女

の

歌

１ 

 

寂

し

さ

を

閉

じ

込

め

た 

硝

子

玉 

手

に

乗

せ

て 

私

は

そ

れ

を

見

て

い

る 

 

落

と

せ

ば 

割

れ

て 

寂

し

さ

が 

飛

び

散

る

か

ら 

 

飛

び

散

れ

ば

私

は 

寂

し

さ

に 

閉

じ

込

め

ら

れ

て 

し

ま

う

か

ら 

 

決

し

て

落

と

さ

ず

に 

瞶

め

て

い

る 
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決

し

て

落

と

さ

ず

に 

瞶

め

て

い

る 

 

寂

し

さ

を

閉

じ

込

め

た

硝

子

玉 

 

硝

子

玉…
…

 

硝

子

玉…
…

 

           



 

 

66 

14 

 

玉

座

か

ら

離

れ

た

場

所

に

集

ま

っ

て

い

る

家

来

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

独

語

す

る

家

来

。 

 

家

来 

俺

は

暗

闇

を

怖

れ

て

い

る

。
陽

ざ

し

の

中

で

は

見

え

る

、
あ

い

つ

の

眼

が

見

え

な

い

か

ら

。
あ

い

つ

の

眼

は

俺

を

映

し

出

す

鏡

。
そ

こ

に

映

る

も

の

は

信

頼

。
だ

が

、
そ

の

中

に

含

ま

れ

て

い

る

裏

切

り

に

、
あ

い

つ

は

気

付

い

て

い

な

い…
…

。 

 

家

来

は

、

影

法

師

た

ち

に

言

う

。 

 

家

来 

な

る

ほ

ど

、

王

は

あ

い

つ

に

変

わ

っ

た

。 

 

頷

く

影

法

師

た

ち

。 

 

家

来 

だ

が

、

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

人

々

の

暮

ら

し

は

よ

く

な

っ

た

か

？ 

 



 

 

67 

揃

っ

て

首

を

振

り

、

否

む

影

法

師

た

ち

。 

 

案

来 
そ

れ

は

、
王

が

王

の

暮

ら

し

し

か

知

ら

ず

、
飢

え

た

こ

と

が

な

い

か

ら

だ

。
私

の

父

は

言

っ

た

。
我

が

家

の

生

活

は

、
荷

馬

車

で

支

え

て

い

る

。
昼

も

夜

も

、
汗

水

垂

ら

し

て

働

い

て

い

る

。
運

ぶ

も

の

は

他

人

の

荷

物

。
道

端

で

飯

を

喰

い

、
舞

い

立

つ

埃

の

中

で

居

眠

り

を

す

る

。
馬

は

言

う

こ

と

を

聞

か

ず

、
目

的

地

に

着

け

ば

、
荷

物

の

上

げ

下

ろ

し

。
肩

と

背

中

が

痛

い

。
骨

と

肉

が

疼

く

。
そ

れ

が

私

の

人

生

だ

。
お

前

は

、
私

の

よ

う

な

人

生

を

選

ぶ

な

。

嘘

と

い

う

武

器

を

使

え

、

お

世

辞

を

学

べ

。

だ

か

ら

俺

は

、

こ

こ

ま

で

来

た

。

だ

が

俺

は

、
こ

こ

で

終

わ

り

に

し

た

く

な

い

。
あ

い

つ

に

、
王

を

殺

さ

せ

、
そ

れ

か

ら

俺

は

王

に

な

る

。
飢

え

を

知

る

王

。

飢

え

を

知

る

者

た

ち

の

中

か

ら

、

新

し

い

王

を

選

ぶ

の

だ

。 

 

一

斉

に

腕

を

上

げ

、

賛

同

す

る

影

法

師

た

ち

。 

 

家

来 

今

日

ま

で

我

々

は

国

を

持

た

な

い

軍

隊

だ

っ

た

。

だ

が

明

日

は

私

た

ち

が

国

だ

。…
…

笑

っ

て

や

ろ

う

。

騙

さ

れ

や

す

い

女

も

い

る

も

の

だ

、

と

。 

 

哄

笑

す

る

家

来

と

、

影

法

師

た

ち

。 

だ

が

、
そ

の

出

来

事

は

、
あ

ち

こ

ち

に

隠

れ

た

長

女

の

影

法

師

た

ち

に

盗

み

見

ら

れ

、
盗

み

聞

き

さ

れ
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て

い

る

。 

そ

し

て

家

来

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

は

、

そ

の

こ

と

に

気

付

か

ず

に

い

る

。 

 

家

来 

さ

あ

、

帰

ろ

う

。

裏

切

り

の

た

め

に

。 

 

家

来

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

、

そ

し

て

長

女

の

影

法

師

た

ち

は

玉

座

の

長

女

の

許

へ

と

帰

っ

て

行

き

、

虚

偽

の

戯

れ

が

は

じ

ま

る

。 
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家

来

た

ち

が

去

る

と

、

次

女

が

現

れ

、

母

を

呼

ぶ

行

為

を

す

る

。 

現

れ

て

来

る

母

と

地

の

母

た

ち

。 
次

女

は

母

の

胸

に

す

が

り

、

母

は

次

女

を

抱

き

し

め

る

。 

母

（

花

）

に

よ

っ

て

語

ら

れ

る

風

の

詩

。 

そ

の

中

で

踊

ら

れ

る

、

母

の

舞

い

と

地

の

母

た

ち

の

舞

い

。 

次

女

は

、

凝

っ

と

そ

れ

を

見

て

い

る

。 

 

風

の

詩 

 

風 風

が 

風

が

吹

い

て

い

る 

風

が

吹

い

て

い

る

海 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に 
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風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が

い

て 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が

い

て 

食

べ

て

い

る 
風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が

い

て 

食

べ

て

い

る 

飲

ん

で

い

る 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が

い

て 

食

べ

て

い

る 

飲

ん

で

い

る 

舐

め

て

い

る 

風

が

吹

い

て

い

る

海

の

そ

ば

に

私

が

い

て 

食

べ

て

い

る 

飲

ん

で

い

る 

舐

め

て

い

る 

風

を 

 

母

は

次

女

の

耳

に

何

事

か

を

囁

く

。 

頷

く

次

女

。 

彼

女

は

一

人

で

玉

座

に

近

付

い

て

行

き

、

母

と

地

の

母

た

ち

は

去

っ

て

行

く

。 

次

女

を

見

、

嘲

る

よ

う

に

訊

く

長

女

。 

 

長

女 

何

？ 

 

す

る

と

次

女

は

、

は

じ

め

て

口

を

開

き

、

姉

に

懇

願

す

る

。 

 

次

女 
…
…

こ

れ

以

上

、

父

様

を

非

道

い

目

に

遭

わ

せ

な

い

で

、

苦

し

め

な

い

で

、

そ

っ

と

し

て

お

い

て…
…

。 
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表

情

を

固

く

す

る

長

女

。 

 

長

女 
…
…

言

葉

、

言

葉

を

使

っ

た

の

ね

。

言

葉

を

使

っ

て

私

に

命

じ

た

の

ね

。 

次

女 

私

に

は

、
思

い

出

が

あ

り

ま

す

。
母

様

が

歌

っ

て

く

れ

た

、
子

守

唄

。
父

様

が

教

え

て

く

れ

た

、
子

守

唄

。 

 

そ

し

て

次

女

は

子

守

唄

を

歌

い

な

が

ら

踊

る

。 

次

女

を

凝

視

す

る

長

女

の

眼

に

浮

か

ん

で

来

る

妬

心

。

た

ま

り

か

ね

て

長

女

は

叫

ぶ

。 

 

長

女 

い

つ

？ 

い

つ

の

こ

と

な

の

？ 

そ

ん

な

思

い

出

は

、

私

に

は

な

い

。…
…

思

い

出

を

殺

し

て

！ 

 

剣

を

抜

こ

う

と

す

る

家

来

。 

そ

れ

を

見

て

、

長

女

は

命

じ

る

。 

 

長

女 

剣

で

殺

す

の

は

、

剣

を

持

つ

男

だ

け

。

手

で

殺

す

の

よ

。 

 

家

来

は

踊

っ

て

い

る

次

女

の

背

後

に

近

付

き

、

首

に

手

を

ま

わ

し

て

力

を

こ

め

る

。 
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抗

お

う

と

は

し

な

い

次

女

。 

 

次

女 
…
…

父

様

を…
…

救

っ

て…
…

。 

 
そ

う

言

い

遺

し

て

次

女

は

死

ん

で

ゆ

く

。 

そ

し

て

同

時

に

倒

れ

る

長

女

の

影

法

師

（

虚

栄

）
。 

 

虚

栄 
…
…

私

の

名

は

虚

栄

。

あ

な

た

の

中

の

虚

栄

は

死

ん

だ

。

で

も

、

あ

な

た

は

気

付

か

な

い

。 

 

長

女

は

言

う

。 

 

長

女 

父

の

許

に

送

り

つ

け

る

が

い

い

。
ど

ん

な

に

嘆

こ

う

と

、
も

う

手

遅

れ

。
そ

の

こ

と

を

思

い

知

ら

せ

る

た

め

に

ね

。 

 

家

来

の

影

法

師

た

ち

は

、

次

女

の

亡

骸

を

運

ん

で

ゆ

く

。 
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激

し

い

足

取

り

で

現

れ

て

来

る

老

人

。 

見

え

ぬ

眼

で

、

老

人

を

追

っ

て

く

る

忠

義

者

。 
老

人

は

悲

嘆

の

余

り

、

狂

っ

た

よ

う

に

激

し

く

舞

う

。 

 

老

人

の

詩 

 

怒

り

の

神

が 

ま

し

ま

す

な

ら

ば 

我

の

こ

の

身

に 

降

り

て

く

れ 

嘆

き

に

勝

る 

力

を

く

れ 

 

雷
い
か
ず
ち

の

神

よ 

我

と

と

も

に

轟

け 

地

を

揺

る

が

せ 

海

を

鳴

ら

し 

邪

悪

な

娘

を 

怖

れ

さ

せ

て

く

れ 

 

雨

の

神

よ 

我

と

と

も

に

哭

け 
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天

よ

り

地

に

降

り 

溢

れ

出

で 

邪

悪

な

娘

を 

溺

れ

さ

せ

て

く

れ 

 
風

の

神

よ 

我

と

と

も

に

吹

き

荒

れ

よ 

木

と

い

う

木

か

ら 

葉

を

奪

い 

娘

の

邪

心

を 

吹

き

払

っ

て

く

れ 

 

老

人

の

舞

い

を

、

能

の

ワ

キ

の

よ

う

に

沈

黙

し

て

瞶

め

て

い

る

盲

目

の

忠

義

者

。 

や

が

て

老

人

が

地

に

倒

れ

伏

す

と

忠

義

者

は

言

う

。 

 

忠

義

者 

私

に

は

見

え

ま

す

。
あ

な

た

が

見

え

ま

す

。
盲

目

の

私

が

一

緒

で

は

、
あ

な

た

の

足

手

纏

。
私

は

終

生

あ

な

た

を

見

な

が

ら

、

ど

こ

か

で

生

き

て

行

き

ま

す

。 

 

そ

し

て

去

っ

て

行

く

忠

義

者

。 

〈

音

の

精

霊

〉

は

、

そ

れ

を

見

送

る

曲

を

奏

す

る

。 

 

こ

の

場

面

の

間

、
玉

座

に

座

っ

た

長

女

と

寄

り

添

う

家

来

。
足

許

の

影

法

師

た

ち

が

、
酒

盃

を

上

げ

て
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い

る

様

子

が

朧

気

に

見

え

て

い

る

。 

地

に

倒

れ

伏

し

て

い

た

老

人

は

、
〈

音

の

精

霊

〉

に

助

け

起

こ

さ

れ

、

足

許

も

覚

束

な

げ

に

去

っ

て

行

く

。 
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玉

座

で

は

長

女

が

家

来

の

手

を

弄

ん

で

い

る

。 

玉

座

の

傍

ら

で

、

同

じ

行

為

を

し

て

い

る

、

長

女

の

影

法

師

と

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

 

長

女 

あ

な

た

の

手…
…

、

あ

な

た

の

指

。

私

の

妹

を

殺

し

た

手

と

指

。

ど

ん

な

気

が

し

た

？ 

家

来 

彼

女

の

頸

は

細

か

っ

た

。
柔

ら

か

か

っ

た

。
呆

気

な

い

程

に

脆

か

っ

た

。
細

く

、
柔

ら

か

く

、
脆

く

、
そ

し

て

、 

長

女 

そ

し

て

？ 

家

来 

肉

、

だ

っ

た

。

殺

す

私

の

手

の

肉

と

殺

さ

れ

る

彼

女

の

頸

の

肉

。

肉

と

肉

が

生

と

死

を

分

け

た

。

私

は

、 

長

女 

あ

な

た

は

？ 

家

来 

嬉

し

か

っ

た

。 

長

女 

何

故

？ 

家

来 

あ

な

た

の

役

に

立

っ

た

。 

長

女 

感

じ

て

い

た

わ

。
あ

な

た

の

手

が

妹

の

頸

に

喰

い

込

ん

で

行

く

時

、
私

の

手

の

肉

は

妹

の

頸

の

肉

を

感

じ

て

い

た

。 

家

来 

私

の

肉

は

、

い

つ

で

も

あ

な

た

の

肉

。 
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長

女 

妹

は

消

え

た

。 
家

来 

霧

の

中

で

。 

長

女 
沈

黙

の

鳥

は

死

ん

だ

。 

家

来 

過

ぎ

去

っ

た

春

の

日

。 

長

女 

遊

ん

だ

芝

生

は

枯

れ

た

。 

家

来 

姉

妹

と

言

う

名

の

塔

は

崩

れ

た

。 

長

女 

未

明

の

光

が

、 

家

来 

柔

ら

か

な

鞭

で

、 

長

女 

闇

を

追

い

払

い

、 

家

来 

暗

い

暗

い

閻

の

底

か

ら

、 

長

女 

夜

が

明

け

る

。 

家

来 

今

や

王

は

狂

人…
…

。
私

た

ち

の

時

代

が

来

た

の

で

す

。
古

い

世

代

は

倒

さ

れ

、
新

し

い

世

代

が

訪

れ

た

の

で

す

。 

長

女 

あ

な

た

と

私

の

、

時

代

。 

家

来 

あ

な

た

と

私

の

、

時

代

。 

  
 

 
 

ふ

っ

と

沈

黙

す

る

長

女

。 
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家

来 

何

を

考

え

て

い

る

の

で

す

？ 

長

女 
あ

な

た

の

こ

と

。 

家

来 

私

の

こ

と

？ 

長

女 

そ

う

。 

 

剣

を

取

る

家

来

。

鞘

か

ら

抜

く

と

刀

身

が

煌

め

く

。 

 

家

来 

こ

の

剣

で

私

の

胸

を

切

り

開

い

て

お

見

せ

し

ま

し

ょ

う

か

？ 

私

の

中

に

い

る

の

は

、

あ

な

た

だ

け

。 

 

長

女

は

家

来

の

手

か

ら

剣

を

取

る

。 

 

長

女 

水

の

底

以

上

に

、

人

の

心

は

、

わ

か

ら

な

い

も

の

よ…
…

。 

 

呟

く

と

、

い

き

な

り

家

来

の

首

を

刎

ね

る

。 

 

家

来 
…
…

豚

奴

！ 
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た

だ

一

言

を

残

し

、

死

ん

で

ゆ

く

。 

同

時

に

倒

れ

て

ゆ

く

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

 

長

女 

私

は

体

の

渇

き

を

癒

し

た

だ

け

。
心

は

渇

い

て

い

な

い

わ

。
私

の

心

は

父

殺

し

の

欲

望

で

い

っ

ぱ

い

。
左

の

拳

に

裏

切

り

を

隠

し

、

右

の

手

で

私

を

抱

い

て

来

た

、

お

前

。

お

前

と

一

緒

に

父

を

殺

す

？ 

い

い

え

、

私

の

父

殺

し

は

私

だ

け

の

も

の

よ

。
私

の

た

め

だ

け

。
そ

し

て

私

は

、
私

自

身

の

王

に

な

る

。
私

は

権

力

の

塔

を

積

み

上

げ

る

。
妹

を

殺

し

て

、
一

つ

積

み

、
家

来

を

殺

し

て

、
二

つ

積

み

、
父

を

殺

し

て

、
三

つ

積

む

。

王

国

の

空

は

、

青

い…
…
。 

 

長

女

の

表

情

に

拡

が

っ

て

行

く

笑

い

。 

そ

し

て

、

長

女

の

影

法

師

（

不

測

）

が

死

ん

で

行

く

。 

 

不

測 

私

の

名

は

不

測

。

あ

な

た

の

中

の

不

測

は

死

ん

だ…
…

。

で

も

、

あ

な

た

は

、

気

付

か

な

い

。 
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現

れ

て

来

る

老

人

。 

老

人

は

、
「

妻

よ…
…

」

と

譫

語

の

よ

う

に

呟

き

な

が

ら

座

り

込

む

。 

 

老

人 

ど

こ

に

い

る

の

か

、

妻

よ

。

お

前

が

い

る

処

へ

私

も

行

き

た

い

。 

 

そ

の

呟

き

に

呼

応

す

る

よ

う

に

、

面

を

つ

け

た

地

の

母

た

ち

が

現

れ

て

来

る

。 

流

れ

込

ん

で

来

る

歌

。 

 

流

れ

込

ん

で

来

る

歌 

 

記

憶 

記

憶 

 

私

は

記

憶 

記

憶

の

中

の

青

い

鳥 
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そ

の

歌

の

中

で

、

地

の

母

た

ち

は

、

老

人

に

母

の

面

を

つ

け

る

。 

老

人

は

《

母

》

と

な

り

、

言

う

。 

 

母 

人

は

、
愉

し

か

っ

た

記

憶

が

一

つ

あ

れ

ば

、
老

い

て

か

ら

も

そ

れ

を

思

い

出

し

て

生

き

て

ゆ

く

こ

と

が

出

来

る

生

き

物

。
存

在

。
ど

う

か

、
私

た

ち

が

愉

し

く

暮

ら

し

た

日

々

を

思

い

出

し

、
生

き

て

下

さ

い

。…
…

生

き

て

下

さ

い

。
例

え

、
天

が

老

い

て

も

、
私

た

ち

の

愛

は

老

い

ま

せ

ん

。
聴

こ

え

ま

せ

ん

か

？ 

記

憶

の

河

の

ほ

と

り

で

歌

う

声

。

愛

が

歌

っ

て

い

る

の

で

す

。 

 

再

び

流

れ

込

ん

で

来

る

歌

。 

 

流

れ

込

ん

で

来

る

歌 

 

明

日 

明

日 

 

私

は

明

日 
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明

日

の

中

の

青

い

鳥 

 

そ

の

歌

の

中

で

、

地

の

母

た

ち

は

、

老

人

か

ら

“

母
” 

の

面

を

外

す

。 

ゆ

っ

く

り

と

笑

む

老

人

。

立

ち

上

が

る

。 

 

老

人 

生

き

て

行

こ

う

。

空

が

私

の

命

を

召

す

ま

で

は

。

お

前

は

充

分

に

生

き

た

、

と

言

う

ま

で

は

。 

 

老

人

は

決

然

と

、

玉

座

に

座

る

長

女

の

許

へ

と

歩

い

て

行

く

。 

去

っ

て

行

く

、

地

の

母

た

ち

。 

父

を

迎

え

る

長

女

。 

 

長

女 

何

の

た

め

に

帰

っ

て

来

た

の

で

す

？ 

老

人 

生

き

る

た

め

に

。 

長

女 

私

に

は

、

も

う

必

要

の

な

い

人

。 

老

人 

玉

座

に

は

、

お

前

が

座

る

と

い

い

。

私

は

、

庭

の

隅

に

庵

を

作

り

、

そ

こ

に

住

も

う

。 

 

だ

が

長

女

は

、

首

を

振

っ

て

否

む

。 
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長

女 

私

に

は

母

は

な

い

。
父

は

要

ら

な

い

。
私

は

運

命

の

捨

小

舟

に

乗

っ

て

こ

の

世

に

送

ら

れ

て

来

た

、
神

の

娘

。
あ

な

た

は

、
既

に

私

の

愧

儡

。
老

い

て

無

力

な

醜

い

案

山

子

。
そ

し

て

私

は

、
力

の

愧

儡

子

。
愧

儡

が

愧

儡

に

操

ら

れ

、
木

偶

の

影

舞

、
踊

る

が

い

い

。
赤

い

血

潮

の

雛

罌

粟

が

私

の

地

獄

に

咲

き

誇

る

。
我

は

不

幸

の

子

な

り

け

り

。

死

ん

で

く

だ

さ

い

、

お

父

さ

ん

。

死

ん

で

く

だ

さ

い

、

お

父

さ

ん

！ 

 

叫

ん

で

父

を

刺

す

。 

 

長

女 

鶏

頭

の

首

無

し

の

茎

流

し

た

る 

川

こ

そ

渡

れ 

我

が

地

獄

篇

！ 

 

狂

笑

す

る

長

女

。 

 

長

女 

あ

な

た

殺

し

て

私

に

な

っ

て

、

今

日

か

ら

私

は

私

自

身

の

王

。 

老

人 

時

が

逆

に

流

れ

て

、

過

去

を

覗

く

こ

と

が

出

来

れ

ば…
…

。 

 

呟

く

老

人

。 
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老

人 

命

の

松

明

は

夜

を

照

ら

す

。
そ

う

す

れ

ば

夜

は

昼

に

な

る

。
だ

が

私

の

松

明

は

私

の

闇

を

照

ら

す

こ

と

が

出

来

な

か

っ

た

。

私

の

心

は

、

闇

だ

、

夜

だ…
…

。 

 

言

い

残

し

て

死

ん

で

行

く

老

人

。 
長

女

の

影

法

師

（

野

望

）

は

彫

像

の

よ

う

に

立

ち

尽

く

し

て

い

る

。 
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無

人

と

な

っ

た

王

国

に

孤

り

ぎ

り

の

長

女

。 

長

女

は

、

玉

座

を

撫

で

、

呟

く

。 

 

長

女 

死

者

た

ち

が

、
夜

毎

、
亡

霊

と

な

っ

て

枕

辺

に

現

れ

て

来

る

。
無

言

の

ま

ま

訪

れ

て

来

る

。…
…

眠

れ

な

い…
…

。

沈

黙

の

夜…
…

、

不

眠

の

夜…
…

。

私

の

夢

は

短

く

中

断

さ

れ

る

。 

 

だ

が

長

女

は

、

自

ら

の

呟

き

を

打

ち

消

す

よ

う

に

強

く

言

う

。 

 

長

女 

望

ん

で

得

た

力

、
権

力

、
王

国

。
私

は

強

い

。
私

は

若

い

。
死

者

た

ち

が

生

き

て

い

る

私

に

、
何

が

出

来

る

？ 

無

言

の

凝

視

。
だ

が

私

に

は

言

葉

が

あ

る

。
消

え

ろ

、
と

命

じ

る

言

葉

を

持

つ

。
そ

う…
…

私

は

言

葉

の

力

で

死

者

た

ち

を

追

い

払

い

、
好

き

な

よ

う

に

生

き

て

行

く

こ

と

が

出

来

る

。
私

が

座

り

続

け

て

来

た

、

こ

の

玉

座

。

今

、

こ

の

玉

座

か

ら

立

ち

上

が

っ

て

も

、

こ

こ

に

座

る

こ

と

の

出

来

る

者

は

一

人

も

い

な

い

。 

 

ゆ

っ

く

り

と

立

ち

上

が

る

長

女

。 

長

女

は

、

玉

座

を

凝

視

す

る

。 



 

 

86 

 
長

女 

血

塗

の

玉

座…
…

。

夕

間

暮

れ

、

ほ

の

か

に

花

の

色

を

見

て

、

そ

の

花

は

血

の

色

を

し

て

い

た…
…

。 

 

無

人

の

玉

座

に

空

か

ら

射

し

て

来

る

一

筋

の

血

の

色

。 
そ

し

て

薄

暮

が

訪

れ

る

。 

 

長

女 

孤

独…
…

。 

 

呟

く

長

女

。 

そ

の

言

葉

と

と

も

に

、
最

後

ま

で

立

っ

て

い

た

、
長

女

の

影

法

師
（

野

望

）
が

、
ゆ

っ

く

り

と

倒

れ

て

行

く

。 

 

野

望 

私

の

名

は

野

望

。

あ

な

た

の

中

の

野

望

は

死

ん

だ

。

そ

し

て

、

あ

な

た

は

、

そ

の

こ

と

に

気

付

い

た

。 

 

倒

れ

た

野

望

を

見

る

長

女

。 

長

女

は

、

歌

い

は

じ

め

る

。 
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長

女

の

歌

２ 

 

勝

つ

た

め

に 
妹

を

殺

し

た 

父

を

殺

し

た 

私

は

勝

利

を

手

に

入

れ

た 

 

で

も…
…

 

 

空

は 

昼

に

太

陽

を

持

ち 

夜

に

月

を

持

つ 

月

の

な

い

夜

は

星

々

を

持

つ 

 

海

は 

波

を

持

つ 

波

上

に

は

舟

が

浮

か

ん

で

い

る 
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風

が

吹

け

ば 

木

々

の

葉

は

風

と

と

も

に

舞

い 
風

が

吹

き

や

め

ば

木

々

の

葉

も

静

ま

る 

 

池

を

見

れ

ば 

鴛

鴦

が

仲

睦

ま

じ

く 

餌

を

啄

ん

で

い

る 

 

け

れ

ど

私

は

家

来

を

殺

し

た 

体

だ

け

を

愛

し

て 

心

を

信

ぜ

ず 

 

今

の

私

に

愛

は

な

い 

私

は

孤

り 

空

白

の

勝

利

に

囲

ま

れ

て 

孤

り 

 



 

 

89 

う

し

ろ

の

正

面 

誰

が

い

る 

う

し

ろ

の

正

面 

だ

ぁ

れ

？ 

う

し

ろ

の

正

面 

だ

ぁ

れ

？ 
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20 

 

長

女

は

、
「

う

し

ろ

の

正

面

、

だ

ぁ

れ

？

」

と

く

り

返

し

、

ふ

っ

と

歌

い

や

め

る

。 

視

線

は

、

虚

ろ

だ

。 
孤

独

の

狂

気

に

襲

わ

れ

た

の

か

？ 

長

女

は

呟

く

。 

 

長

女 
…
…

母

さ

ん…
…

。

救

け

て

。 

 

す

る

と

現

れ

て

来

る

母

。 

母

は

、

妹

殺

し

、

家

来

殺

し

、

そ

し

て

父

殺

し

の

罪

人

で

あ

る

長

女

を

抱

き

し

め

、

言

う

。 

 

母 

人

は

人

か

ら

生

ま

れ

、

で

も

や

が

て

は

土

に

還

る

も

の…
…

。

お

前

を

許

し

、

土

に

還

り

ま

し

ょ

う

。 

 

今

、

地

の

上

に

は

、

長

女

と

母

し

か

い

な

い

。 

長

女

を

抱

き

し

め

、

や

さ

し

く

笑

む

母

。 

母

の

腕

の

中

で

、 
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長

女 

鳥

に

な

り

た

い…
…

。 

 

呟

く

長

女

。 

 

長

女 

翼

を

つ

け

て

飛

ん

で

行

き

た

い

。
千

里

万

里

の

彼

方

ま

で

。
鳥

よ

、
運

ん

で

お

く

れ

。
鳥

よ

、
一

緒

に

飛

ん

で

。

私

が

土

と

な

る

と

こ

ろ

ま

で

。 

 

頷

く

母

。 

母

は

、

そ

っ

と

長

女

の

体

を

離

し

、

飛

翔

の

舞

い

を

舞

う

。 

凝

視

し

て

い

る

長

女

。 

や

が

て

、

自

ら

も

ま

た

、

舞

い

は

じ

め

る

。 

長

女

の

父

殺

し

か

ら

、

ず

っ

と

長

女

を

見

て

い

た

〈

音

の

精

霊

〉

が

歌

う

。 

 

〈

音

の

精

霊

〉

の

唄 

 

地

の

母 
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母

な

る

大

地 

 

そ

し

て

次

々

に

現

れ

て

来

る

地

の

母

た

ち

が

、

母

と

長

女

の

舞

い

に

加

わ

る

。 

や

が

て

姿

を

見

せ

る

琵

琶

法

師

。 
琵

琶

を

禅

き

は

じ

め

る

。 

地

の

母

た

ち

は

舞

い

や

め

、

唱

え

は

じ

め

る

。 

 

地

の

母

た

ち

の

唱

和 

 

羯

諦

羯

諦

ぎ
ゃ
あ
て
い
ぎ
ゃ
あ
て
い 

 

波

羅

羯

諦

は

ら

ぎ

ゃ

あ

て

い 
 

波

羅

僧

羯

諦

は

ら

そ

う

ぎ

ゃ

あ

て

い 

菩

地

娑

婆

詞

ぼ

ぢ

そ

わ

か 

 

母

た

ち

の

唱

和

が

く

り

返

さ

れ

る

間

に

現

れ

て

来

る

人

々

。 

次

女

。 

家

来

。 
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老

婆

の

道

化

。 

若

い

道

化

。 

忠

義

者

。 

長

女

の

影

法

師

（

野

望

）
。 

長

女

の

影

法

師

（

不

測

）
。 

長

女

の

影

法

師

（

虚

栄

）
。 

家

来

の

影

法

師

た

ち

。 

琵

琶

法

師

は

、

死

者

も

生

者

も

、

な

べ

て

の

存

在

を

慰

撫

す

る

よ

う

に

弾

き

語

る

。 

 

琵

琶

法

師

の

弾

き

語

り 

 

彼

岸

へ

行

っ

た

者

よ 

彼

岸

へ

行

っ

た

者

た

ち

よ 

悟

り

よ 

祝

福

あ

れ 

 

生

き

る

者

よ 

生

き

て

在

る

者

た

ち

よ 
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生

き

る

喜

び

に 

祝

福

あ

れ 

 

祝

福

あ

れ 
祝

福

あ

れ 

 

耀

う

光

。 

舞

台

は

光

に

包

ま

れ

て

ゆ

く

。 

了

。 

         



 

 

95 

〈

も

う

一

つ

の

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

〉 

 

琵

琶

法

師

の

弾

き

語

り 

 

彼

岸

へ

行

っ

た

者

よ 

彼

岸

へ

行

っ

た

者

た

ち

よ 

悟

り

よ 

祝

福

あ

れ 

 

弾

き

語

り

の

間

に

地

の

母

た

ち

は

、
”

母

”

の

面

を

取

る

。

す

る

と

、
“

母

”

は

老

人

と

な

る

。 

老

人

は

長

女

を

抱

き

し

め

る

。 

 

長

女 
…
…

お

父

様…
…

。 

老

人 

お

前

に

、

許

す

、

と

い

う

言

葉

を

教

え

よ

う

。 

 

琵

琶

法

師

は

弾

き

語

り

を

続

け

る

。 

 

琵

琶

法

師

の

弾

き

語

り 
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生

き

る

者

よ 

生

き

て

在

る

者

た

ち

よ 
生

き

る

喜

び

に 

祝

福

あ

れ 

 

祝

福

あ

れ 

祝

福

あ

れ 

 

耀

う

光

。 

舞

台

は

光

に

包

ま

れ

て

ゆ

く

。 

了

。 

      



 

 

97 

定

本 
 

『

鳥

よ 

鳥

よ 

青

い

鳥

よ 

岸

田

理

生

戯

曲

集

Ⅲ

』 

二

〇

〇

四

年

八

月

二

十

五

日

第

一

刷

発

行 

有

限

会

社

而

立

書

房 

 


